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公募制 英語コミュニケーションⅠ－1 

学校推薦型選抜（公募制）  学力試験 
 

   英語コミュニケーションⅠ 
 

受験番号 氏名 

 

 

Ⅰ．次の会話文の（   ）に適語を入れよ。答えは下の解答欄に記入せよ。（配点 20点） 

 

（１） （   ）did you leave your bag ?  Is it at school ? ―― No, I think I（   ）it on the train. 

 

（２）  Here, Mami, have some of my dessert. ―― （   ）（   ）, but I don’t like ice cream. 

 

（３） （   ）you（   ）been to another country ? ―― No, but I’d love to go to France. 

 

（４） Let’s watch a movie. ―― We did that last night. Can’t（   ）（   ）something else ? 

 

（５） Is there（   ）I should bring to the party on Saturday ? 

     ―― （   ）don’t you get some drinks ?  I think we’ll have plenty of food. 

 

 

Ⅰ．解答欄 

（１）   

（２）   

（３）   

（４）   

（５）   

 

 

  

採
点 

 



公募制 英語コミュニケーションⅠ－2 

Ⅱ．次の定義に当てはまり、与えられた文字で始まる英単語を答えよ。答えは下の解答欄に記入せよ。 

  （配点 15点） 

 

（１） the time of year in which snow is most common ： （ w      ） 

 

（２） a book that shows the meanings of words ： （ d      ） 

 

（３） an object that is usually opened with a key or code ： （ l      ） 

 

（４） a fast way to travel in cities that is under the ground ： （ s      ） 

 

（５） a past event that a person remembers ： （ m      ） 

 

 

Ⅱ．解答欄   

（１）  

（２）  

（３）  

（４）  

（５）  

 

 

  



公募制 英語コミュニケーションⅠ－3 

Ⅲ．次の各組の文がほぼ同じ内容を表すように、（   ）に適語を入れよ。答えは下の解答欄に記入せよ。 

  （配点 20点） 

 

（１） I started playing the piano when I was five years old. 

          I started playing the piano at the（   ）（   ）five. 

 

（２） She speaks Spanish very well. 

     She（   ）a very good（   ）of Spanish. 

 

（３） Atsushi is one of my friends. 

      Atsushi is a friend（   ）（   ）. 

 

 （４） Let’s have pizza for dinner tonight. 

    （   ）（   ）have pizza for dinner tonight ? 

 

（５） I must finish this report by tomorrow morning. 

     I（   ）（   ）finish this report by tomorrow morning. 

 

 

Ⅲ．解答欄 

（１）   

（２）   

（３）   

（４）   

（５）   

 

 

  



公募制 英語コミュニケーションⅠ－4 

Ⅳ．次の日本文に合うように（   ）内の語を並べ替えよ。答えは下の解答欄に記入せよ。（配点 25点） 

 

（１） 彼女は最近の世界の出来事について学ぶためにインターネットを利用している。 

   （ uses ／ world ／ about ／ events ／ the ／ she ／ recent ／ to ／ internet ／ learn ）. 

 

（２） 突然の雨で大きなサッカーの試合が中止になった。 

    （ big ／ sudden ／ be ／ soccer ／ rain ／ to ／ game ／ caused ／ canceled ／ the ）. 

 

（３） 彼は電気をつけっぱなしで寝てしまった。 

   （ with ／ fell ／ light ／ on ／ asleep ／ the ／ still ／ he ）. 

 

（４） この写真であなたの後ろに立っている男は誰ですか。 

   （ is ／ this ／ you ／ man ／ who ／ the ／ photo ／ behind ／ in ／ standing ）? 

 

（５） あなたが一緒に行けたらよかったのに。 

   （ wish ／ gone ／ you ／ I ／ could ／ with ／ have ／ me ）. 

 

 

Ⅳ．解答欄   

（１） （  ）. 

（２） （  ）. 

（３） （  ）. 

（４） （  ）? 

（５） （  ）. 

 

 

  



公募制 英語コミュニケーションⅠ－5 

Ⅴ．次の英文を読んで、以下の問いに答えよ。答えは下の解答欄に記入せよ。（配点 20点） 

Solar energy is a type of（ Ａ ）energy from the sun. It is becoming more popular（ Ｂ ）people 

look for cleaner forms of energy to use. What are some of the advantages and disadvantages it has ? 

One of the advantages of solar energy is that it does not cause pollution.（ ① ）oil and natural 

gas, solar energy does not release CO2 into the atmosphere. Additionally, solar energy is unlimited. 

②It will not run out as long as the sun continues to shine.  

However, one disadvantage is the cost of a solar energy system. ③Setting one up is expensive 

（   ）（   ） it saves money over time. Furthermore, solar power depends on sunlight, so it 

cannot produce electricity at night or on cloudy days. ④That means that solar energy systems 

usually need another source of power during those times. Solar panels also require a lot of space, 

which can be a problem for people living in smaller homes. 

［注］unlimited 無制限の 

 

 （１） （ Ａ ）（ Ｂ ）に入れるのに最も適切なものをそれぞれ選び、記号で答えよ。 

 Ａ：  ア renew   イ renewing   ウ renewed   エ renewable 

 Ｂ：  ア by    イ as    ウ to   エ for 

 

（２） （ ① ）に入れるのに最も適切なものを選び、記号で答えよ。 

    ア Unlike   イ Because   ウ Similar to    エ Unless 

 

（３） 下線部②を、It が何を指しているかわかるように日本語に訳せ。 

 

 （４） 下線部③が、「長い目で見ると節約になるが、設置する費用は高い」という意味になるように、 

 （   ）に適切な語を入れよ。 

 

（５） 下線部④が指す内容を日本語で答えよ。 

 

Ⅴ．解答欄 

（１）  Ａ  Ｂ  

（２）  

（３）   

（４） Setting one up is expensive（       ）（       ）it saves money over time. 

（５）   
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学
校
推
薦
型
選
抜
䥹
公
募
制
䥺 

学
力
試
験 

  
 
 

現
代
の
国
語 

 

問

題

用

紙 
      

Ⅰ
䥼
次
の
文
章
を
読
ん
で
䣍
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
䣎
答
え
は
解
答
用
紙
に
記
入
せ
よ
䣎䥹
配
点 

 

点
䥺 

 

店
に
入
る
前
䣍
ち
䣯
䣬
と
様
子
を
伺
䣬
た
䣎
と
い
う
の
は
ス
シ
ブ
䤀
ム
の
続
く
ア
メ
リ
カ
で
は
䣍
ど
の
地
方
都
市
で
も

ス
シ
バ
䤀
は
あ
る
が
䣍
そ
の
多
く
は
韓
国
人
や
中
国
人
の
経
営
で
䣍
マ
シ
䤀
ン
ニ
ギ
リ
䥹
機
械
に
ぎ
り
寿
司
䥺
の
店
や
回

転
寿
司
が
多
い
の
だ
䣎 

①
覗
い
た
䣓B

en
isu

sh
i

䣔
の
店
内
は
日
本
人
ら
し
き
寿
司
職
人
が
働
い
て
い
て
䣍
落
ち
つ
い
た
㋐
白
木
の
カ
ウ
ン
タ
䤀
が

あ
り
䣍
ガ
ラ
ス
ケ
䤀
ス
の
な
か
に
は
䣍
日
本
と
同
じ
よ
う
に
ス
シ
種
が
並
ん
で
い
る
䣎
ひ
と
ま
ず
安
心
し
て
店
に
入
る
と
䣍

䣓
い
ら
䣬
し
䣭
い
！
䣔
と
懐
か
し
い
日
本
語
の
板
さ
ん
の
声
䣍
嬉
し
く
な
䣬
て
カ
ウ
ン
タ
䤀
に
座
る
䣎
夕
方
早
め
だ
か
ら

客
は
ま
だ
い
な
い
䣎 

ま
ず
は
中
ト
ロ
あ
た
り
の
刺
身
を
䣍
と
ガ
ラ
ス
ケ
䤀
ス
を
指
さ
す
と
䣍
㋑
鉢
巻
き
を
し
た
中
年
の
磨
き
の
か
か
䣬
た
顔

立
ち
の
板
さ
ん
は
䣍 

䣓
お
客
さ
ん
䣍
こ
䣬
ち
に
し
て
䣔 

と
䣍
本
マ
グ
ロ
䥹
ク
ロ
マ
グ
ロ
䥺
の
脇
に
あ
る
メ
ジ
マ
グ
ロ
を
勧
め
た
䣎
ク
ロ
䣍
キ
ハ
ダ
䣍
メ
バ
チ
䣍
南
マ
グ
ロ
と
マ

グ
ロ
の
種
類
は
い
く
つ
も
あ
る
が
䣍
メ
ジ
マ
グ
ロ
は
近
海
も
の
で
䣍
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
小
振
り
の
幼
魚
の
よ
う
だ
が
そ
れ
で

も
体
長
は
一
メ
䤀
ト
ル
䣍
重
さ
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
く
ら
い
あ
る
䣎
堂
々
と
し
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
だ
䣎 

䣓
ど
う
し
て
？
䣔
と
聞
け
ば
䣍
ト
ロ
は
何
と
東
京
か
ら
の  

②  

な
の
だ
そ
う
だ
䣎 

ボ
ス
ト
ン
は
ア
メ
リ
カ
一
の
水
揚
げ
港
で
䣍
近
海
の
マ
サ
チ
䣻
䤀
セ
䣹
ツ
湾
で
の
大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
䣍
日
本
の
太

平
洋
マ
グ
ロ
よ
り
も
魚
体
は
大
き
く
䣍
味
は
㋒
ノ
ウ
コ
ウ
で
脂
肪
の
ノ
リ
が
い
い
䣍
と
評
判
だ
䣎
と
こ
ろ
が
本
場
の
三
〇

〇
䦅
三
五
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
高
級
マ
グ
ロ
は
生
の
ま
ま
氷
詰
め
さ
れ
䣍
す
ぐ
さ
ま
日
本
へ
と
空
輸
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
䣎

水
揚
げ
し
て
か
ら
二
四
時
間
以
内
に
築
地
市
場
に
着
く
ら
し
い
䣎 

大
西
洋
マ
グ
ロ
の
特
上
ト
ロ
は
銀
座
な
ど
の
高
級
寿
司
店
䣍
㋓
割
烹
店
に
卸
さ
れ
䣍
そ
の
残
り
が
冷
凍
さ
れ
て
再
び
ボ

ス
ト
ン
へ
と
戻
䣬
て
く
る
と
い
う
の
だ
䣎
実
は
読
者
の
皆
さ
ん
も
䣍
す
で
に
東
京
の
ち
䣯
䣬
と
高
級
な
お
寿
司
屋
さ
ん
で

本
場
ボ
ス
ト
ン
マ
グ
ロ
を
味
わ
䣬
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
䥹
訪
れ
た
時
は
日
本
が
バ
ブ
ル
経
済
の
な
か
だ
䣬
た
の
で
䣍

今
も
同
じ
状
況
だ
と
は
保
証
で
き
な
い
䥺䣎 

③
良
心
的
な
板
さ
ん
は
䣍
日
本
人
の
寿
司
通
に
は
ト
ロ
を
出
さ
ず
地
の
メ
ジ
マ
グ
ロ
を
推
し
た
わ
け
だ
䣎 

メ
ジ
マ
グ
ロ
䥹
関
西
で
は
ヨ
コ
ワ
と
呼
ぶ
䥺
は
䣍
脂
肪
分
は
少
な
い
が
䣍
身
が
㋔
繊
細
で
䣍
優
雅
な
味
わ
い
が
あ
る
䣎

一
口
食
べ
て
ほ
ん
も
の
だ
と
㋕
ナ
䣹
ト
ク
し
た
䣎
や
は
り
本
わ
さ
び
と
㋖
シ
䣼
ウ
ユ
が
決
め
手
だ
䣎
改
め
て
ボ
ス
ト
ン
ま

で
来
て
よ
か
䣬
た
と
思
䣬
た
䣎 

板
さ
ん
に
ア
メ
リ
カ
の
寿
司
の
事
情
を
き
く
と
䣍
実
は
全
米
ど
こ
へ
行
䣬
て
も
日
本
人
経
営
の
正
当
な
寿
司
屋
な
ら
ば
䣍

④
寿
司
タ
ネ
は
大
体
同
じ
な
ん
だ
そ
う
な
䣎
と
い
う
の
は
䣍
ニ
䣻
䤀
ヨ
䤀
ク
に
あ
る
寿
司
タ
ネ
の
仕
入
れ
商
社
が
全
米
の

寿
司
屋
を
ネ
䣹
ト
ワ
䤀
ク
し
て
お
り
䣍
各
店
の
注
文
に
応
じ
て
空
輸
し
て
宅
配
し
て
い
る
の
だ
䣎 

受
験
番
号 

氏
名 

53 
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寿
司
タ
ネ
の
出
所
は
以
下
の
ご
と
し
。 

カ
ニ
（K

IN
G

 C
R

A
B

）
は
ア
ラ
ス
カ
、
ミ
ル
貝
（H

O
R

S
E
 C

L
A

M

）
は
シ
ア
ト
ル
、
サ
バ
（M

A
C

K
E
R

E
L

）
と
ア
ワ
ビ
（A

B
A

L
O

N
E

）

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ア
ナ
ゴ
（S

E
A

-E
E
L

）
は
韓
国
、
サ
ケ
（S

A
L
M

O
N

）
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
エ
ビ
（S

H
R

IM
P

）
は
メ
キ

シ
コ
。
そ
の
ほ
か
シ
ソ
葉
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
ガ
リ
は
台
湾
、
シ
ャ
リ
（
米
）
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
の
ニ
シ
キ

······
 

本
家
、
わ
が
日
本
か
ら
は
納
豆
、
山
ゴ
ボ
ウ
く
ら
い
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
各
都
市
で
、
日
本
経
営
の
寿
司

屋
に
ゆ
け
ば
ほ
ぼ
同
じ
ネ
タ
が
出
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
が
冷
凍
も
の
で
あ
る
。 

板
さ
ん
は
、 

「
こ
ち
ら
の
人
は
サ
カ
ナ
の
扱
い
方
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
⑤
地
も
の
と
い
え
ど
も
、
寿
司
ネ
タ
に
は
使
え

な
い
も
の
が
多
い
ん
で
す
。
仕
入
れ
業
者
に
頼
む
と
品
質
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
」 

そ
れ
で
も
、
こ
の
店
は
頑
固
に
ボ
ス
ト
ン
の
地
も
の
を
扱
っ
て
い
る
。 

ヒ
ラ
メ
（F

L
U

K
E

）
、
ウ
ニ 

( S
E
A

U
R

C
H

IN
)

、
ホ
タ
テ
（S

C
A

L
L
O

P

）
、
甘
エ
ビ
（R

A
W

 S
H

R
IM

P

）
が
そ
う
だ
と
き
い
て

安
心
し
た
。
サ
カ
ナ
は
や
は
り
、
地
で
と
れ
た
も
の
が
い
い
。
い
ず
れ
も
日
本
の
寿
司
屋
と
変
わ
り
な
く
、
繊
細
で
、
優

雅
な
味
わ
い
で
あ
っ
た
。 

隠
れ
た
ボ
ス
ト
ン
の
名
産
は
、
な
ん
と
「
肝
（
キ
モ
）
」（F

IS
H

 L
IV

E
R

）
だ
と
か
。
あ
ん
肝
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
の
市
場

を
㋗
セ
イ
ハ
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

一
方
、
青
い
目
の
好
み
と
い
え
ば
、
一
、
ハ
マ
チ
、
ニ
、
ト
ロ
、
三
、
ア
ナ
ゴ
が
ベ
ス
ト
・
ス
リ
ー
で
、
甘
だ
れ
を
い

っ
ぱ
い
つ
け
て
召
し
上
が
る
よ
う
だ
。 

 

⑥ 
 

江
戸
っ
子
と
は
大
違
い
。
ア
ボ
カ
ド
を
巻
い
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー
ル

や
、
鮭
の
皮
を
巻
い
た
サ
ー
モ
ン
ス
キ
ン
ロ
ー
ル
、
タ
イ
ガ
ー
ア
イ
と
呼
ば
れ
る
ア
ナ
ゴ
巻
き
も
人
気
の
的
。
ち
な
み
に

お
値
段
は
、
ま
あ
日
本
の
ち
ょ
っ
と
高
級
な
寿
司
屋
と
同
じ
く
ら
い
だ
。 

ス
シ
バ
ー
人
気
の
秘
密
は
？
と
聞
け
ば
、
板
さ
ん
が
明
か
す
に
は
、 

 

⑦
ａ  

辛
い
わ
さ
び
に
あ
る
ら
し
い
。
ア
メ
リ

カ
人
の
寿
司
通
は
ス
プ
ー
ン
の
上
に
山
の
よ
う
に
盛
っ
た
わ
さ
び
を
、
ポ
イ
ッ
と
口
に
入
れ
、
ウ
ォ
ー
と
叫
び
涙
を
こ
ぼ

し
な
が
ら
シ
ー
ハ
ー
す
る
の
が
粋
な
ん
だ
と
！
？ 

強
烈
な
刺
激
が
一
瞬
頭
を
ハ
イ
に
し
て
く
れ
て
、
ス
ト
レ
ス
が
解
消

さ
れ
る
よ
う
だ
。
「
ス
シ
ト
リ
ッ
プ
」
っ
て
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
で
、 

 

⑦
ｂ 
 

日
本
人
は
喜
ぶ
べ
き
か
、
悲
し
む
べ
き

か
、 

 

⑦
ｃ  

よ
く
分
か
ら
な
い
の
が
ア
メ
リ
カ
流
な
の
だ
。 

帰
り
道
、
夕
方
の
港
を
散
歩
し
た
。 

㋘
埠
頭
に
は
水
揚
げ
さ
れ
た
サ
カ
ナ
が
野
積
み
に
な
っ
て
い
た
。 

い
た
、
い
た
。
サ
バ
や
タ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
オ
ヒ
ョ
ウ
…
…
。 

し
か
し
、
よ
く
見
る
と
、
半
分
日
干
し
に
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
日
本
の
よ
う
に
船
か
ら
水
揚
げ
す
る
と
す
ぐ
に

氷
詰
め
し
て
お
ら
ず
、
サ
カ
ナ
は
ト
ラ
ッ
ク
が
く
る
ま
で
野
積
み
に
さ
れ
、
埠
頭
で
夕
陽
に
晒さ

ら

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

あ
れ
ま
っ
！ 

ア
メ
リ
カ
の
寿
司
バ
ー
で
出
さ
れ
る
ヒ
ラ
メ
は
す
べ
て
オ
ヒ
ョ
ウ
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
じ
ゃ
ヒ
ラ
メ
だ

ろ
う
が
、
カ
レ
イ
だ
ろ
う
が
、
オ
ヒ
ョ
ウ
だ
ろ
う
が
も
は
や
区
別
は
つ
か
な
い
だ
ろ
う
に
。 

「
ア
メ
リ
カ
人
は
、
サ
カ
ナ
の
扱
い
方
が
分
か
ら
な
い
」 

先
ほ
ど
き
い
た
板
さ
ん
の
言
葉
を
㋙
ジ
ッ
シ
ョ
ウ
し
た
か
の
よ
う
な
光
景
だ
っ
た
。 

（
芦
原
伸
『
世
界
食
味
紀
行
―
美
味
、
珍
味
か
ら
民
族
料
理
ま
で
―
』
よ
り
。
出
題
の
た
め
一
部
表
記
を
改
め
た
） 
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問
一 

傍
線
部
①
「
覗
い
た
」
と
同
じ
動
作
を
表
す
言
葉
を
本
文
中
か
ら
探
し
て
、
六
文
字
で
抜
き
出
せ
。 

  

問
二 

空
欄
②
に
入
る
最
適
な
語
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 
特
売 

イ 

逆
輸
入 

ウ 

卸
売
り 

エ 

水
揚
げ 

オ 

応
援 

  

問
三 

傍
線
部
③
に
「
良
心
的
な
板
さ
ん
は
、
日
本
人
の
寿
司
通
に
は
ト
ロ
を
出
さ
ず
地
の
メ
ジ
マ
グ
ロ
を
推
し
た
わ
け

だ
。
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
八
〇
字
以
上
一
〇
〇
字
以
内
の
文
章
で
理
由
を
説
明
せ
よ
。 

  

問
四 

傍
線
部
④
「
寿
司
タ
ネ
は
大
体
同
じ
」
と
あ
る
が
、
そ
の
寿
司
タ
ネ
の
具
体
的
な
例
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て

五
つ
挙
げ
よ
。 

  

問
五 

傍
線
部
⑤
「
地
も
の
と
い
え
ど
も
、
寿
司
ネ
タ
に
は
使
え
な
い
も
の
が
多
い
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
本

文
を
参
考
に
、
ボ
ス
ト
ン
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
八
〇
字
以
上
一
〇
〇
字
以
内
の
文
章
で
理
由
を
具
体
的
に
説
明

せ
よ
。 

  

問
六 

空
欄
⑥
に
入
る
最
適
な
語
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 

技
を
競
う 

イ 

贅ぜ
い

を
尽
く
す 

ウ 

質
素
な 

エ 

頓
着
し
な
い 

オ 

素
材
を
尊
ぶ 

  

問
七 

空
欄
⑦
ａ
、
⑦
ｂ
、
⑦
ｃ
に
入
る
も
の
と
し
て
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 

ａ 

ど
う
や
ら 
 
 
 

ｂ 

な
ん
と
も 

 
 
 

ｃ 

ま
っ
た
く 

イ 

ａ 

ま
っ
た
く 

 
 
 

ｂ 

ど
う
や
ら 

ｃ 

な
ん
と
も 

ウ 

ａ 

な
ん
と
も 

 
 
 

ｂ 

ど
う
や
ら 

ｃ 

ま
っ
た
く 

エ 

ａ 

ど
う
や
ら 

 
 
 

ｂ 

ま
っ
た
く 

ｃ 

な
ん
と
も 

オ 

ａ 

ま
っ
た
く 

 
 
 

ｂ 

な
ん
と
も 

ｃ 

ど
う
や
ら 

  

問
八 

二
重
傍
線
部
㋐
、
㋑
、
㋓
、
㋔
、
㋘
の
読
み
、
㋒
、
㋕
、
㋖
、
㋗
、
㋙
の
漢
字
を
答
え
よ
。 
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Ⅱ
䥼
次
の
文
章
を
読
ん
で
䣍
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
䣎
答
え
は
解
答
用
紙
に
記
入
せ
よ
䣎䥹
配
点 

 

点
䥺 

 
食
卓
か
ら
家
族
を
見
つ
め
る
五
年
間
に
わ
た
る
䣏
食
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
䣐
調
査
が
広
告
会
社
ア
サ
ツ
䤀
デ
䣵
・
ケ
イ
に
よ
䣬

て
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
九
八
年
の
こ
と
で
あ
䣬
た
䣎
調
査
対
象
と
な
䣬
た
の
は
䣍
首
都
圏
在
住
の
一
九
六
〇
年
以
降
に

生
ま
れ
䣍
子
ど
も
を
持
つ
主
婦
た
ち
で
あ
る
䣎
彼
女
た
ち
は
一
九
八
〇
年
代
に
二
〇
代
と
な
り
䣍
①
概
ね
一
九
九
〇
年
代

に
か
け
て
結
婚
䣍
出
産
䣍
育
児
を
経
験
し
て
い
る
䣎
そ
れ
は
ち
䣯
う
ど
䣍
生
活
の
豊
か
さ
を
示
す
②
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
二

四
パ
䤀
セ
ン
ト
と
い
う
理
想
的
な
数
値
に
な
䣬
た
時
期
の
こ
と
で
あ
る
䣎
彼
女
た
ち
は
ま
さ
に
䣍
高
度
経
済
成
長
期
以
降

に
家
族
形
態
䣍
性
別
分
業
䣍
就
業
い
ず
れ
も
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
㋐
カ
チ
䣻
ウ
に
い
た
年
代
で
も
あ
る
䣎 

調
査
が
行
わ
れ
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
䣍
す
で
に
食
事
は
家
族
の
中
に
閉
じ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
䣍
隣
近
所

は
も
ち
ろ
ん
䣍
親
し
い
間
柄
で
さ
え
䣍
各
々
の
家
族
が
何
を
ど
ん
な
ふ
う
に
食
べ
て
い
る
の
か
を
知
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
䣬
て
い
た
䣎
そ
の
た
め
䣍
現
代
日
本
の
食
卓
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
同
調
査
の
結
果
は
大
き
な
㋑
ハ
ン
キ
䣼
ウ

を
呼
ん
だ
䣎 

調
査
は
三
段
階
で
実
施
さ
れ
た
䣎
ま
ず
䣍
食
事
づ
く
り
や
食
生
活
䣍
食
卓
に
関
す
る
意
識
な
ど
を
質
問
紙
法
で
た
ず
ね

て
回
収
す
る
䣎
次
に
䣍
一
日
三
食
一
週
間
分
の
食
に
つ
い
て
䣍
使
用
食
材
の
入
手
経
路
や
メ
ニ
䣻
䤀
決
定
理
由
䣍
つ
く
り

方
䣍
食
べ
方
䣍
食
べ
た
人
䣍
食
べ
た
時
間
な
ど
を
日
記
と
写
真
で
記
録
し
て
も
ら
う
䣎
そ
し
て
最
後
に
䣍
質
問
紙
と
食
事

記
録
を
突
き
合
せ
た
結
果
生
じ
た
疑
問
点
な
ど
を
䣍
面
接
を
通
し
て
詳
細
に
聞
き
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
䣎
第
三
段
階

の
イ
ン
タ
ビ
䣻
䤀
で
み
ら
れ
た
の
は
䣍
例
え
ば
次
の
よ
う
な
㋒
台
詞
で
あ
る
䣎 

 

食
費
は
で
き
る
だ
け
削
䣬
て
デ
䣵
ズ
ニ
䤀
ラ
ン
ド
へ
遊
び
に
行
䣬
た
り
䣍
で
き
れ
ば
ハ
ワ
イ
と
か
海
外
旅
行
に
も
行 

䣬
て
み
た
い
で
す
ね
䣎 

 

食
べ
る
こ
と
に
は
あ
ん
ま
り
関
心
な
い
で
す
か
ら
䣍
食
費
は
抑
え
て
な
る
べ
く
他
に
回
し
た
い
で
す
䣎 

䥹
岩
村
暢
子
䣕
変
わ
る
家
族  

変
わ
る
食
卓―

―

真
実
に
破
壊
さ
れ
る
マ
䤀
ケ
テ
䣵
ン
グ
常
識
䣖
中
公
文
庫
䣍
二
〇
〇
九
年
䥺 

 

高
度
経
済
成
長
期
に
䣓
食
事
を
䣔
中
心
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
䤀
ブ
ル
や
フ
䣴
ミ
リ
䤀
レ
ス
ト
ラ
ン
で
䣓
家
族
ら
し
さ
䣔
を

演
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
代
は
過
ぎ
去
り
䣍
食
へ
の
関
心
も
費
用
も
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
と
䣍
調
査
結
果
で
は
論
じ

ら
れ
て
い
る
䣎䣓
節
約
の
た
め
䣔䣓
な
る
べ
く
安
い
も
の
を
䣔䣓
野
菜
は
高
い
と
き
は
買
わ
な
い
䣔䣓
一
〇
〇
円
シ
䣼
䣹
プ
の

食
品
を
よ
く
使
う
䣔
な
ど
䣍
㋓
飽
食
の
時
代
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
䣍
日
々
の
食
費
は
で
き
る
だ
け
節
約
し
た
い
と
語
る
人

が
多
い
䣎
特
に
䣍
調
査
時
点
で
三
〇
代
前
半
䥹
二
〇
二
二
年
現
在
で
は
五
〇
代
半
ば
く
ら
い
䥺
の
主
婦
の
八
䦅
九
割
が
そ

う
答
え
た
と
い
う
䣎 

   
  

③
ａ  

が
上
が
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
䣍  

③
ｂ  

が
上
が
る
㋔
昨
今
の
世
の
中
で
は
節
約
は
重
要
な
生
活
の

工
夫
で
あ
る
と
い
え
る
が
䣍
そ
の
節
約
の
対
象
の
大
き
な
部
分
を
䣓
食
費
䣔
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
見
逃
せ
な
い
䣎
で
は

節
約
で
き
な
い
も
の
は
何
か
䣎
あ
く
ま
で
も
こ
の
調
査
の
結
果
と
し
て
䣍
と
い
う
限
定
で
は
あ
る
が
䣍
食
よ
り
も
優
先
す

る
も
の
と
し
て
は
䣍
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
䣍
㋕
服
飾
や
趣
味
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
䣎 

調
査
を
ま
と
め
た
同
書
の
著
者
で
あ
る
岩
村
暢
子
は
䣍
こ
う
し
た
傾
向
を
䣓
衣
食
住
の
中
の
䣕
食
䣖
の
相
対
的
下
落
時

代
䣔䣓
䣕
食
䣖
軽
視
の
時
代
䣔
と
説
明
し
て
い
る
䣎䣓
食
べ
る
こ
と
に
は
関
心
が
な
い
䣔䣓
食
べ
る
こ
と
よ
り
遊
び
た
い
䣔
と

い
う
考
え
方
は
䣍
ア
ン
ケ
䤀
ト
に
答
え
た
主
婦
の
み
な
ら
ず
䣍
男
性
に
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
䣎䣓
お
ふ
く
ろ
の
味
䣔

ど
こ
ろ
か
䣍
味
や
食
へ
の
関
心
が
低
下
し
て
い
る
現
状
が
み
え
て
く
る
䣎 

④
中
食
や
外
食
に
よ
る
食
の
簡
便
化
や
外
注
化
も
進
行
し
て
い
る
䣎
そ
の
背
景
と
し
て
は
䣍䣓
忙
し
い
䣔䣓
時
間
が
な
い
䣔

䣓
余
裕
が
な
い
䣔䣓
疲
れ
て
い
る
䣔
と
い
う
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
䣎
家
事
育
児
に
加
え
䣍
仕
事
䣍
地
域
活
動
䣎
学
校
の

役
員
業
務
䣍
学
習
活
動
や
サ
䤀
ク
ル
へ
の
参
加
な
ど
も
あ
䣬
て
䣍
女
性
た
ち
は
多
忙
化
し
て
い
る
䣎
食
事
記
録
に
は
䣍
例

47 
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え
ば
次
の
よ
う
な
食
の
風
景
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

[
…]

 

調
査
一
日
目
は
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
き
帰
り
が
遅
く
な
り
、
夕
飯
は
「
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
あ
り
合

わ
せ
で
簡
単
な
も
の
に
」
す
る
。
夫
は
飲
み
に
行
き
家
で
食
べ
て
い
な
い
。
二
日
目
は
休
日
だ
っ
た
が
「
疲
れ
て
い

た
か
ら
」
朝
は
前
日
の
夕
飯
の
残
り
を
そ
の
ま
ま
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
昼
は
子
ど
も
を
連
れ
て
動
物
園
に
遊
び
に

行
き
、
売
店
で
買
っ
た
お
に
ぎ
り
や
焼
き
そ
ば
を
食
べ
る
。
夜
は
夫
の
友
達
が
来
た
の
で
す
ぐ
に
で
き
る
も
の
と
考

え
、
ス
ー
パ
ー
の
㋖

惣
菜
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
素
で
で
き
る
料
理
を
作
る
。 

三
日
目
は
家
族
で
実
家
へ
出
か
け
、
「
実
家
に
行
っ
た
と
き
は
全
く
手
伝
い
ま
せ
ん
」
と
朝
か
ら
三
食
、
実
母
に 

作
っ
て
も
ら
っ
て
食
べ
て
い
る
。
翌
日
の
四
日
目
ま
で
同
様
。
そ
し
て
、
夕
方
帰
宅
す
る
が
「
帰
っ
て
く
る
の
が
遅 

く
な
っ
て
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
」
炒い

た

め
物
な
ど
で
適
当
に
済
ま
せ
る
。
五
日
目
は
「
朝
は
時
間
が
な
い
の
で
」
納 

豆
だ
け
食
べ
さ
せ
る
。
昼
は
「
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
の
で
時
間
が
な
く
な
り
」
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
菓
子
パ 

ン
と
お
に
ぎ
り
を
そ
の
家
で
子
ど
も
と
三
人
で
食
べ
る
。
夕
食
は
「
帰
っ
て
く
る
の
が
遅
く
な
っ
た
た
め
時
間
が
な 

く
て
」
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
弁
当
を
買
っ
て
き
て
家
族
で
食
べ
て
い
る
。 

 

今
こ
の
事
例
で
確
認
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
食
生
活
の
是
非
で
は
な
く
、
食
は
も
は
や
「
時
間
を
か
け
る
」
事
や
活

動
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
代
わ
り
に
、
「 

 
⑤
ａ 

 

」
や
「 

 

⑤
ｂ 

 

」、
「 

 

⑤
ｃ 

 

」
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
時
間
と
労
力
が
㋗
割
か
れ
、
食
事
を
つ
く
っ
た
り
、
食
べ
た
り
す
る
時
間
や
労
力
を
確
保
で
き
な
い

状
況
は
、
特
段
に
㋘
キ
イ
な
事
例
で
は
な
く
、
現
代
に
お
い
て
は
む
し
ろ
よ
く
あ
る
家
族
と
の
食
の
風
景
で
あ
る
と
い
っ

て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。 

「
時
間
が
な
い
」「
忙
し
い
」
の
は
、
必
ず
し
も
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
の
⑥
絶
対
的
時
間
不
足
の
結
果
で
は
な
く
、「
料

理
に
手
間
暇
か
け
る
気
分
に
な
る
よ
う
な
時
間
は
な
い
」
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
と
岩
村
は
読
み
取
る
。
つ
ま
り
、
本

章
冒
頭
で
先
述
し
た
女
性
の
就
業
率
の
上
昇
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
、
つ
く

る
、
食
べ
る
と
い
っ
た
「
食
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
行
為
自
体
を
そ
れ
ほ
ど
㋙
ミ
リ
ョ
ク
テ
キ
な
も
の
と
は
思
っ
て
い
な
い

世
代
の
空
気
が
漂
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
日
常
の
食
事
、
そ
の
中
で
も
「
料
理
を
す
る
こ
と
」
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、

外
食
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
食
事
な
ど
は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
料
理

を
す
る
こ
と
」
と
「
食
べ
る
こ
と
」
は
本
来
ひ
と
つ
な
が
り
の
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
分
離
し
、
分
業
が
可
能
に

な
っ
た
社
会
で
は
、
何
を
食
べ
よ
う
、
ど
こ
で
食
べ
よ
う
、
誰
と
食
べ
よ
う
と
い
う
「
食
べ
る
こ
と
」
へ
の
関
心
が
優
先

さ
れ
、
肥
大
化
し
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
コ
ト
消
費
」
と
し
て
の
食
が
増
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

食
評
論
家
で
あ
っ
た
岸
朝
子
は
、
「
私
た
ち
は
食
べ
も
の
を
い
っ
た
い
ど
こ
で
食
べ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
興
味
深
い

問
い
を
立
て
、
こ
の
変
化
を
わ
か
り
や
す
い
比
喩
で
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
戦
前
期
と
戦
後
す
ぐ
の
時
代
は
と
に
か

く
空
腹
を
満
た
す
た
め
に
「
胃
袋
」
で
食
べ
、
次
に
戦
後
に
な
っ
て
美
味
し
さ
を
味
わ
う
余
裕
が
出
て
く
る
と
「
舌
」
で

食
べ
、
さ
ら
に
見
た
目
の
美
し
さ
や
珍
し
さ
を
「
目
」
で
食
べ
、
そ
し
て
最
後
に
食
べ
も
の
成
分
や
栄
養
な
ど
を
理
解
し
、

選
別
し
な
が
ら
「
頭
」
で
食
べ
る
時
代
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
「
舌
」
で
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た

頃
が
、
料
理
を
軽
視
し
つ
つ
、
食
べ
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
る
時
期
と
一
致
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
湯
澤
規
子
『「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
幻
想
―
誰
が
郷
愁
の
味
を
つ
く
っ
た
の
か
―
』
よ
り
。
出
題
の
た
め
一
部
表
記
を
改
め
た
） 

     



公募制 現代の国語－6 

問
一 

傍
線
部
①
「
概
ね
」
を
同
様
の
意
味
で
言
い
換
え
た
次
の
語
の
中
で
、
不
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
よ
。 

ア 

ほ
ぼ 

イ 
お
よ
そ 

ウ 
だ
い
た
い 

エ 

お
そ
ら
く 

オ 

お
お
か
た 

  

問
二 

傍
線
部
②
「
エ
ン
ゲ
ル
係
数
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
次
の
文
の
中
で
、
不
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
よ
。 

ア 

収
入
額
が
低
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
飲
食
費
以
外
に
回
せ
る
お
金
が
少
な
く
な
る
。 

イ 

エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
低
い
ほ
ど
生
活
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ウ 

エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
は
経
済
的
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。 

エ 

日
本
で
は
一
九
九
〇
年
代
に
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。 

オ 

エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
消
費
支
出
に
お
け
る
食
費
の
割
合
で
あ
る
。 

  

問
三 

空
欄
③
ａ
、
③
ｂ
に
入
る
も
の
と
し
て
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 

ａ 

消
費 

ｂ 

賃
金 

イ 

ａ 

消
費 

ｂ 

物
価 

ウ 

ａ 

物
価 

ｂ 

賃
金 

エ 

ａ 

賃
金 

ｂ 

消
費 

オ 

ａ 

賃
金 

ｂ 

物
価 

  

問
四 

傍
線
部
④
「
中
食
や
外
食
に
よ
る
食
の
簡
便
化
や
外
注
化
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
本
文
中
の
「
食
事
記
録
」

の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
八
〇
字
以
上
一
〇
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

  

問
五 

空
欄
⑤
ａ
、
⑤
ｂ
、
⑤
ｃ
に
入
る
語
と
し
て
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
次
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 

遊
び 

イ 

朝
食 

ウ 

勉
強 

エ 

来
客 

オ 

帰
省 

  

問
六 

傍
線
部
⑥
「
絶
対
的
」
の
反
対
語
を
本
文
中
か
ら
三
文
字
で
抜
き
出
せ
。 

  



公募制 現代の国語－7 

問
七 

本
文
に
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
首
都
圏
に
お
け
る
子
ど
も
を
持
つ
主
婦
た
ち
の
食
生
活
の
特
徴
が
書
か
れ
て

い
る
。
次
の
選
択
肢
の
文
の
う
ち
そ
れ
と
最
も
合
致
す
る
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 

忙
し
く
、
時
間
が
な
い
た
め
、
中
食
や
外
食
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
。 

イ 
食
よ
り
も
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
、
服
飾
や
趣
味
を
優
先
し
て
い
る
。 

ウ 
料
理
を
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
こ
れ
以
上
な
く
高
ま
っ
て
い
た
。 

エ 

食
事
の
味
や
見
た
目
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

オ 

贅
沢
な
食
事
を
す
る
た
め
に
費
用
を
惜
し
ま
な
い
。 

  

問
八 

二
重
傍
線
部
㋐
、
㋑
、
㋘
、
㋙
の
漢
字
、
㋒
、
㋓
、
㋔
、
㋕
、
㋖
、
㋗
の
読
み
を
答
え
よ
。 

                               



公募制 現代の国語－8 

学
校
推
薦
型
選
抜
（
公
募
制
） 

学
力
試
験 

  
 

 
現
代
の
国
語 

 

解

答

用

紙 
         

採点 

 

受
験
番
号 

氏
名 

問
二

問
一

Ⅰ
　
解
答
欄

問
四

問
三



公募制 現代の国語－9 

 

問
三

問
二

問
一

問
七

問
六

Ⅱ
　
解
答
欄

問
八

問
五

㋘ ㋖ ㋔ ㋒ ㋐

Ⅰ
　
解
答
欄

㋙ ㋗ ㋕ ㋓ ㋑
　
　
　
　
　
　
　
き



公募制 現代の国語－10 

問
七

問
六

問
五

㋘
 
　
　
　
　
 
 
な

㋖ ㋔ ㋒ ㋐

問
八

問
四

Ⅱ
　
解
答
欄

㋙
　
　
　
　
　
 
 
な

㋗
　
　
　
　
　
 
 
か
れ

㋕ ㋓ ㋑

       



公募制 数学Ⅰ－1 

学校推薦型選抜（公募制）  学力試験 
 

数 学 Ⅰ 

 

受験番号 氏名 

 

 

Ⅰ．次の式を計算せよ。（２）、（３）は展開し、（４）は因数分解せよ。計算過程は余白に、答えは下の解 

  答欄に記入せよ。（配点 16点） 

 

（１） (−2𝑥2𝑦𝑧3)3 × 3𝑥2𝑦3 （２） (𝑥2 + 2𝑥 − 4)(4𝑥 − 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） (𝑥 − 1)(𝑥 − 2)(𝑥 − 4)(𝑥 − 8) （４） 𝑥2 − 𝑦2 + 𝑥 + 5𝑦 − 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．解答欄    

（１）  （２）  

（３）  （４）  

採
点 

 



公募制 数学Ⅰ－2 

Ⅱ．次の式を計算せよ。（１）は根号内を簡単にし、（２）は分母を有理化せよ。計算過程は余白に、答えは下

の解答欄に記入せよ。（配点 10点） 

 

（１） √28√45√20 （２） 
2√2

√3 + √2
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．解答欄     

（１）  （２）  

 

 

Ⅲ．次の方程式・不等式を解け。計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記入せよ。(配点 16点) 

 

（１） 3(𝑥 − 2) ≧ 2(2𝑥 − 3) + 3 （２） 𝑥2 − 𝑥 − 12 ≦ 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 3𝑥2 − 5𝑥 − 2 = 0 （４） 5𝑥2 − 7𝑥 + 1 = 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．解答欄     

（１）  （２）  

（３）  （４）  

 



公募制 数学Ⅰ－3 

Ⅳ．２次不等式 𝑥2 − 81 < 0 について次の解法には誤りがある。この２次不等式の、正しい解を求めよ。計算

過程とともに、答えを下の解答欄に記入せよ。（配点 8点） 

 

『𝑥2 < 81 より解は 𝑥 < ±9』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．解答欄    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公募制 数学Ⅰ－4 

Ⅴ．下には直線 𝑙1：2𝑥 − 5𝑦 = 3 、直線 𝑙2：𝑥 = −5 が描かれている。この座標平面上に直線 𝑙3：𝑥 + 3𝑦 = −2 

を描いたとき、以下の問いに答えよ。計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記入せよ。 

  （配点 12点） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）𝑙3 と 𝑙2 との交点をＡとするとき、Ａの座標を求めよ。 

   

 

 

（２）𝑙3 と 𝑦 軸との交点をＢとするとき、Ｂの座標を求めよ。 

 

 

 

（３）𝑙1 と 𝑦 軸との交点をＣとするとき、線分ＢＣの長さを求めよ。 

 

 

 

（４）𝑙1 と 𝑙3との交点をＤとするとき、Ｄの座標を求めよ。 

 

 

 

Ⅴ．解答欄   

（１） Ａの座標 （２） Ｂの座標    

（３） 線分ＢＣの長さ （４） Ｄの座標  

 



公募制 数学Ⅰ－5 

Ⅵ．２次関数 𝑦 = −(𝑥 − 4)(𝑥 + 2) について以下の問いに答えよ。計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記

入せよ。（配点 14点） 

 

（１）この２次関数のグラフの頂点の座標を求めよ。 

 

 

 

 

（２）この２次関数のグラフとして、最も適切なものを下のＡ～Ｄの中から１つ選び、記号で答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）この２次関数の −1 ≦ 𝑥 ≦ 6 における最大値・最小値、またそのときの 𝑥 の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．解答欄   

（１） 頂点の座標 （２）  

（３） 

最大値  
最大値をとる 

 𝑥 の値 
   𝑥 =     

最小値  
最小値をとる

 𝑥 の値 
   𝑥 =  



公募制 数学Ⅰ－6 

Ⅶ．グラフが下の図のようになる２次関数の式を求めよ。ただし、グラフの軸は 𝑥 = 3 である。計算過程は余

白に、答えは下の解答欄に記入せよ。（配点 4点） 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Ⅶ．解答欄    

 

 



公募制 数学Ⅰ－7 

Ⅷ．７人の生徒はハンドボール投げを２回行った。下の表はその記録である。これについて以下の問いに答え

よ。計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記入せよ。(配点 10点） 

 

 

 

 

 

 

（１）２回目の記録について、平均値、分散を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）１回目の記録の平均値は２６点、分散は３４である。１回目と２回目のどちらの方が平均値からのばら

つきが大きいか答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１回目 ２４ ３２ ２０ ２８ ２３ １９ ３６ 

（ｍ） 

２回目 ２５ ２６ ２７ ２１ ２４ ２９ ３０ 

Ⅷ．解答欄   

（１） 

平均値   

分 散    

（２） 回目 



公募制 数学Ⅰ－8 

Ⅸ．△ABC において、CA = √3 、∠A = 75° 、∠C = 60° のとき、以下の問いに答えよ。なお、値は分母を有理

化すること。計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記入せよ。（配点 10点） 

 

（１）sin ∠C の値を求めよ。 

 

 

 

 

（２）sin ∠B の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

（３）AB の長さを求めよ。ただし、正弦定理              （𝑅は△ABC の外接円の半径）を

用いてよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ．解答欄   

（１）  （２）  

（３）  

 

 

 

 

 

BC

sin ∠A
=

CA

sin ∠B
=

AB

sin ∠C
= 2𝑅 



公募制 化学基礎－1 

学校推薦型選抜（公募制）  学力試験 
 

   化 学 基 礎  問 題 用 紙 
 

受験番号 氏名 

 

各問題の余白は計算等に使用せよ。 

 

Ⅰ．次の文章を読み、以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 23点） 

 

 

 

（１）下線部①、③の元素について、元素記号および原子番号をそれぞれ答えよ。 

 

（２）下線部①～⑤には、同族元素が１組ある。あてはまる元素を元素名で答えよ。 

 

（３）下線部①～⑤のうち、金属元素は何種類あるか答えよ。 

 

（４）下線部①～⑤のうち、イオン化エネルギーが低く、最も陽イオンになりやすい元素を元素名で答えよ。 

 

（５）下線部④炭素および⑤カルシウムをどちらも含む化合物を１つ、化合物名で挙げよ。 

 

（６）波線部（Ａ）硫黄の単体である斜方硫黄は、約 250 ℃で熱したものを冷水の中で急冷すると、ゴム状 

   硫黄となる。斜方硫黄とゴム状硫黄のように同じ元素から成り、性質の異なる単体どうしを互いに 

    何というか答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物を育てるためには、土壌の中に栄養素をバランスよく含ませるように調整しなければならな

い。植物が必要とする栄養三要素は① チッソ、② リン、③ カリウムである。チッソはタンパク質

のもととなり、リンは植物の開花・結実を促し、カリウムは根の発育を促す。④ 炭素は主に空気か

ら吸収される。三要素のほかに⑤ カルシウム、（Ａ）硫黄、マグネシウムなどの要素も必要となる。 



公募制 化学基礎－2 

Ⅱ．炭酸水素ナトリウム NaHCO3の水溶液について、以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。 

ただし原子量は、H = 1、C = 12、O = 16、Na = 23 とせよ。（配点 24点） 

 

（１）炭酸水素ナトリウムの式量を答えよ。 

 

（２）炭酸水素ナトリウム 21 g の物質量は何 mol か答えよ。 

 

（３）結晶に含まれる陽イオンと陰イオンの数の比が炭酸水素ナトリウムと同じものを次の（ア）～（ウ） 

から選び、記号で答えよ。 

 

（ア）炭酸カルシウム  （イ）硫酸ナトリウム  （ウ）水酸化アルミニウム 

 

（４）15 % の水溶液を 250 g 調製するのに、炭酸水素ナトリウムと水は、それぞれ何 g 必要か答えよ。 

 

（５）15 % 水溶液を使って、3 % 水溶液を 100 g 調製したい。15 % 水溶液と水は、それぞれ何 g 必要か 

答えよ。 

 

（６）3 % 水溶液 50 g に溶けている炭酸水素ナトリウムは何 g か答えよ。 

 

（７）15 % 水溶液 50 g と 3 % 水溶液 50 g を混合したとき、炭酸水素ナトリウム水溶液は何 % となるか 

答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公募制 化学基礎－3 
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Ⅲ．次の化合物（ア）～（エ）について、以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。ただし原子量

は、H = 1、C = 12、O = 16、Na = 23 とせよ。（配点 28点） 

 

（ア）CH3COOH  （イ）HCl  （ウ）NH3  （エ）NaOH 

 

（１）化合物（ア）～（エ）をそれぞれ、強酸、弱酸、強塩基、弱塩基のいずれかに分類し、解答欄に合う 

   ように記号で答えよ。 

 

（２）化合物（ア）～（エ）の水溶液を用いて中和滴定を行ったとき、中和滴定曲線（Ａ）および（Ｂ） 

   となる酸と塩基の組合せとして、適切な組み合わせを記号で答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （Ａ）                    （Ｂ） 

 

（３）化合物（ア）酢酸と化合物（エ）水酸化ナトリウムの中和反応について、以下の問いに答えよ。 

 

① 酢酸と水酸化ナトリウムの化学反応式を書け。 

 

② 酢酸と水酸化ナトリウムの反応により生じる塩の化合物名を答えよ。 

 

③ 0.01 mol/L 水酸化ナトリウム水溶液 10 mL に溶解している水酸化ナトリウムは何 g か答えよ。 

 

④ 0.01 mol/L 水酸化ナトリウム水溶液 10 mL を完全に中和するために、必要な酢酸は何 g か答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公募制 化学基礎－4 

Ⅳ．酸化還元に関する以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。ただし原子量は、H = 1、C = 12、 

  O = 16 とせよ。（配点 25点） 

 

（１）次の化学反応式（Ａ）～（Ｃ）について、以下の問いに答えよ。 

 

（ア）N H3 ＋ （イ） 2  O2  → HNO3 ＋ H2O ·····   （Ａ） 

 

  SO2 ＋   H2S →   S ＋   H2O  ··········· （Ｂ） 

 

（ウ）Zn ＋ （エ）CuSO4 → ZnSO4 ＋ Cu ·······   （Ｃ） 

 

① 化学反応式（Ａ）のうち、下線部（ア）・（イ）の原子の酸化数をそれぞれ答えよ。 

 

② 化学反応式（Ｂ）には、反応係数がつけられていない。適切な反応係数を記入し、反応式を完成 

  させよ。ただし、この問いに限り、係数１を記入するものとする。 

 

③ 化学反応式（Ｃ）において、下線部（ウ）または（エ）のうち酸化されている物質はどちらか、 

記号で答えよ。 

 

（２）次の金属（ア）～（ウ）について、以下の問いに答えよ。 

 

（ア）Mg  （イ）Ag  （ウ）Zn   

 

① イオン化傾向が最も大きいものを、記号で答えよ。 

 

② 熱水と反応するものを選び、記号で答えよ。また、熱水と反応したときに起こる反応を化学反応式 

  で答えよ。 

 

③ 熱水とは反応しないが、塩酸と反応するものを選び、記号で答えよ。また塩酸と反応したときに 

起こる反応を化学反応式で答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公募制 化学基礎－5 

学校推薦型選抜（公募制）学力試験 
 

   化 学 基 礎  解 答 用 紙 
 

受験番号 氏名 

 

Ⅰ．解答欄   

（１） 

 元素記号 原子番号 

①   

③   

（２）  と  

（３）                  種類   

（４）  

（５）  

（６）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採
点 

 



公募制 化学基礎－6 

Ⅱ．解答欄   

（１）  

（２）  mol 

（３）  

（４） 

炭酸水素ナトリウム  g 

水  g 

（５） 

15% 水溶液  g 

水  g 

（６）  g 

（７）  % 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公募制 化学基礎－7 

Ⅲ．解答欄   

（１） 

強酸  

弱酸  

強塩基  

弱塩基  

（２） 

（Ａ） 酸  塩基  

（Ｂ） 酸  塩基  

（３） 

①  

②  

③  g 

④  g 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公募制 化学基礎－8 

Ⅳ．解答欄  

（１） 

① 

（ア）  

（イ）  

②     SO2 ＋     H2S →     S ＋     H2O  

③  

（２） 

①  

② 

金属  

化学反応式  

③ 

金属  

化学反応式  

 



公募制 物理基礎－1 

学校推薦型選抜（公募制）  学力試験 

 

   物 理 基 礎  問 題 用 紙 
 

受験番号 氏名 

 

 

Ⅰ．図１は直線上を運動している物体の速度と時間との関係を示している。この運動について以下の問いに答

えよ。ただし、計算で用いる数値および計算結果は四捨五入しないこと。答えは解答用紙に記入せよ。 

（配点 21点） 

 

（１）物体の加速度を答えよ。 

 

（２）時刻 𝑡(s) における速度 𝑣 (m/s) を表す式を答えよ。 

 

（３）時刻 𝑡(s) における 𝑡(0) の位置からの変位 𝑥 (m) を表す式を答えよ。 

 

（４）時刻 14 秒における 𝑡(0) の位置からの変位は何 m か答えよ。 

 

（５）時刻 14 秒までの間に物体が動いた道のりは何 m か答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 



公募制 物理基礎－2 

Ⅱ．以下の問いに答えよ。重力加速度の大きさを 9.8 m/s2 とする。ただし、計算で用いる数値および計算結 

  果は四捨五入しないこと。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 22点） 

 

（１） 図２（ａ）のように粗い水平面上に質量 20 kg の物体を置き、水平方向に 30 N の力で引いたところ、

物体は動かなかった。このとき物体と面との間に生じる静止摩擦力の大きさは何 N か答えよ。 

 

 

（２） （１）に引き続き、引く力を大きくしていったところ、引く力が 98 N になった直後物体は動き始め 

 た。このときの最大静止摩擦力の大きさは何 N か答えよ。また、物体と面との間の静止摩擦係数はい 

 くらか答えよ。 

 

 

（３） 図２（ｂ）のように粗い水平面上に質量 20 kg の物体を置き水平面から θ° 右上方の向きに 40 N の 

    力で引いたところ、物体は動かなかった。このとき生じる静止摩擦力の大きさは何 N か答えよ。 

ただし、sin θ = 0.6、cos θ = 0.8 として計算せよ。 

 

 

（４） （３）に引き続き引く力を大きくしていったところ引く力が 60 N になった直後物体は動き始めた。 

このとき最大静止摩擦力の大きさは何 N か答えよ。また、物体と面との間の静止摩擦係数はいくら 

か答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 

（ａ） （ｂ） 

 



公募制 物理基礎－3 

Ⅲ．図３のように、一端を固定したばね定数が 10 N/m のばねを滑らかな水平面上に置く。他端に質量 0.4 kg

のおもりをつけて、ばねを自然の長さより 10 cm 伸ばし、静かに手を離した。以下の問いに答えよ。 

ただし、計算で用いる数値および計算結果は四捨五入しないこと。答えは解答用紙に記入せよ。 

（配点 17点） 

 

（１）手を離す前のばねの弾性力による位置エネルギーは何 J か答えよ。 

 

 

 

（２）ばねが自然の長さになったときの物体の速さは何 m/s か答えよ。 

 

 

 

（３）物体の速さが 0.3 m/s になるのは、ばねが何 cm 縮んだときか答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 



公募制 物理基礎－4 

Ⅳ．図４のように、周囲を断熱材で囲んだ熱容量 60 J/K の容器に水 100 g を入れ、十分に時間がたった後に 

  水の温度を測定すると、25 ℃ であった。この水の中に 100 ℃ に熱した質量 50 g の金属球を入れ、かくは

ん棒で水をゆっくりかきまぜたところ、水の温度は 28 ℃ になった。この間、容器と外部との間に熱の出

入りはなく、水の比熱を 4.2 J/(g ∙ K) とする。以下の問いに答えよ。ただし、水の蒸発は無視できるもの

とし、計算で用いる数値および計算結果は四捨五入しないこと。答えは解答用紙に記入せよ。 

（配点 18点） 

 

（１）金属球を入れることにより水が得た熱量は何 J か答えよ。 

 

 

 

（２）金属球から水と容器に移動した熱量は何 J か答えよ。 

 

 

 

（３）金属の比熱は何 J/(g ∙ K) か答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 



公募制 物理基礎－5 

Ⅴ．図５の回路でＢ－Ｃ間の 20 Ω の抵抗には 0.5 A の電流が流れている。以下の問いに答えよ。ただし、計算 

  で用いる数値および計算結果は四捨五入しないこと。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 22点） 

 

（１）Ｂ－Ｃ間の電圧は何 V か答えよ。 

 

 

 

（２）25 Ω の抵抗に流れる電流の大きさは何 A か答えよ。 

 

 

 

（３）Ａ－Ｂ間の 20 Ω の抵抗に流れる電流の大きさは何 A か答えよ。 

 

 

 

（４）40 Ω の抵抗に流れる電流の大きさは何 A か答えよ。 

 

 

 

（５）電池から流れる電流の大きさは何 A か答えよ。 

 

 

 

（６）Ａ－Ｃ間の抵抗の合成抵抗は何 Ω か答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 



公募制 物理基礎－6 

学校推薦型選抜（公募制）  学力試験 

 

物 理 基 礎  解答用紙 
 

受験番号 氏名 

 

 

Ⅰ．解答欄 

(１) 

 

 

(２) 

 

 

(３) 

 

 

(４) 

 

 

(５) 

 

  

採
点 

 



公募制 物理基礎－7 

Ⅱ．解答欄 

(１) 

 

 

(２) 

最大静止摩擦力 

 

静止摩擦係数 

 

 

(３) 

 

 

(４) 

最大静止摩擦力 

 

静止摩擦係数 

 

  



公募制 物理基礎－8 

Ⅲ．解答欄 

(１) 

 

 

(２) 

 

 

(３) 

 

  



公募制 物理基礎－9 

Ⅳ．解答欄 

 

(２) 

 

 

(３) 

 

  

(１) 

 



公募制 物理基礎－10 

Ⅴ．解答欄 

 

(２) 

 

 

(３) 

 

 

(４) 

 

 

(５) 

 

 

(６) 

 

 

(１) 

 

 



公募制 生物基礎－1 

魚類

両生類

は虫類

鳥類

哺乳類

（A）

（B）

（C） （D）

（E）

学校推薦型選抜（公募制）  学力試験 

 

生 物 基 礎  問 題 用 紙 

 

受験番号 氏名 

 

Ⅰ．生物の多様性と共通性に関する以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 20点） 

 

（１） 下図は脊椎動物の系統について示したものである。以下の問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

図 脊椎動物の系統 

 

① 図中の（Ａ）〜（Ｅ）にあてはまる特徴を語群から選び、記号で答えよ。 

 

     語群 ア．一生、肺で呼吸する    イ．卵生である ウ．羽毛・翼をもつ 

 エ．胎生である   オ．四肢をもつ カ．脊椎をもつ 

 

② 図より両生類から系統的に近いのは魚類と哺乳類のどちらか答えよ。 

 

 

（２） 生物の共通性に関する以下の問いに答えよ。 

① すべての生物のからだを構成する基本単位を何というか。 

② 体内の状態を一定に保つしくみを何というか。 

③ 生命活動に利用できるエネルギーを蓄える物質を何というか。 

④ 親から子へ遺伝情報を伝える物質を何というか。 

  



公募制 生物基礎－2 

生物名 塩基対の数 遺伝子の数

大腸菌 約460万 約4,300

ショウジョウバエ 約1億6,500万 約14,000

ヒト 約30億 約20,000

Ⅱ．遺伝情報と遺伝子発現に関する以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 20点） 

 

真核生物の細胞では、DNAはタンパク質と結合して（ ア ）の中で（ イ ）を形成している。通常、 

１個の体細胞には同じ大きさと形の（イ）が（ ウ ）本ずつある。この対になる（イ）を（ エ ）と 

いう。ヒトの場合、体細胞には（ オ ）本の（イ）がある。（エ）の片方の組の DNAに含まれるすべて 

の遺伝子情報をゲノムと呼ぶ。 

 

表 ゲノムの塩基対数と遺伝子数 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 文章中の（ ア ）～（ オ ）にあてはまる語句を答えよ。なお、同一記号は同じ語句を意味する。 

 

（２） 多細胞生物の各細胞は、同じゲノムを持つにも関わらず異なる形態や機能を現す。その理由を説明せ

よ。 

 

（３） 次の①〜④の説明文はゲノムについて述べたものである。正しいものには〇を、誤っているものには

×を記入せよ。 

① ゲノムとは DNAの中でタンパク質合成に関係する情報を持つ領域のことである。 

② ゲノムの大きさは塩基対の数で表される。 

③ ヒトの細胞には、両親に由来する２組のゲノムがある。 

④ ゲノムの大きさは、原核生物でも真核生物でもだいたい同じである。 

 

（４） １つの遺伝子の平均塩基対数を 2000 とすると、ヒトの遺伝子の情報は DNA 全体の約何％になるか。

表中の数値を用い、四捨五入して小数第２位まで求めよ。解答欄には計算の過程も記入せよ。 

  



公募制 生物基礎－3 

Ⅲ．ホルモンに関する以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 20点） 

 

（１） 下図は、食事摂取前後の血糖濃度とある臓器から分泌される２種類のホルモン（Ａ、Ｂ）の血中濃度

の変化について示したものである。以下の問いに答えよ。 

図 健康なヒトにおける食事摂取前後の血糖濃度とホルモン濃度の変化 

 

① 血糖値とは、ヒトの血液中に含まれる何の値か答えよ。 

 

② グラフから、食事は何時に摂取したと考えられるか。次の（ア）～（オ）のうちから選び、記号で 

答えよ。 

 

 （ア）１２時００分 （イ）１２時３０分 （ウ）１３時００分 

 （エ）１３時３０分 （オ）１４時００分  

 

③ ホルモンＡ、Ｂの名称を答えよ。 

 

④ ホルモンＡの分泌を促す神経の名称と、分泌する臓器、細胞名をそれぞれ答えよ。 

 

（２） 次の①〜⑥の説明文は各ホルモンの働きについて述べたものである。正しいものには〇を、誤って 

いるものには×を記入せよ。 

① パラトルモンは副甲状腺で分泌され、腎臓の細尿管での Na+の再吸収、K+の排出を促進させる。 

② アドレナリンは副腎髄質で分泌され、血糖濃度を増加させる。 

③ チロキシンは甲状腺で分泌され、物質の代謝を促進させ、体温を上昇させる。 

④ バソプレシンは腎臓の集合管での水の再吸収を抑制させ、血圧を低下させる。 

⑤ 成長ホルモンは脳下垂体後葉から分泌させ、骨の発育や全身の成長を促進させる。 

⑥ セクレチンは十二指腸でつくられ、膵臓への膵液の分泌を促す。  

ホ
ル
モ
ン
濃
度
（
相
対
値
） 



公募制 生物基礎－4 

Ⅳ．免疫にかかわる細胞の働きに関する以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 20点） 

 

① 自然免疫において、ウイルスなどが侵入した感染細胞や、がん化した細胞を、細胞表面の違いによっ 

  て正常な細胞と区別し、攻撃して破壊する。 

② 獲得免疫において、体内に侵入したａ抗原を食作用により取り込み、その情報を抗原提示する食細胞。 

  周囲に突起を伸ばした形態をしており、白血球のうちの一つ。 

③ 直接、病原体の一部を認識し、その後、活性化され増殖した後、抗体産生細胞に分化して抗体を多量 

  に産生する細胞。脾臓で成熟する。 

④ ｂ花粉症やじんましんなど、過敏な免疫応答に深くかかわっており、ヒスタミンを放出する細胞。 

⑤ 主に獲得免疫に関わっており、提示された抗原を受容し、その後の免疫応答へ繋ぐ細胞。胸腺で成熟 

  する。 

 

（１） ①～⑤に対応する働きをもつ細胞名をそれぞれ答えよ。 

 

（２） 下線部ａのような食作用をもつものを、②の他に１つ答えよ。 

 

（３） 免疫システムは通常、自分自身の成分を異物として認識しないよう免疫寛容の状態を維持している

が、このシステムが破綻し、自分自身の正常な細胞や組織に対して反応し、攻撃してしまう病気の 

総称を答え、具体例として疾患名を１つあげよ。 

 

（４） 下線部ｂのような反応をアレルギーと呼ぶが、そのしくみについて具体的に説明せよ。 

  



公募制 生物基礎－5 

Ⅴ．生態系に関する以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 20点） 

 

（１）次の文章中の（ ア ）～（ オ ）に当てはまる語句を答えよ。なお、同一記号は同じ語句を意味 

する。 

 

森林生態系では、木の葉がガの幼虫に食べられ、ガの幼虫は小型の鳥に捕食され、小型の鳥は大型の鳥に 

捕食される。このように、被食者と捕食者が連続的につながっていることは（ ア ）と呼ばれる。自然界に

生息する生物は種類が多く、動物が食べ物とする生物は複数種類あるので、実際の生態系では（ア）は直線的

なつながりにはならず、相互につながった複雑な関係となる。このつながりのことは（ イ ）と呼ばれる。 

生態系を構成する生物を（ア）の順序で段階的に分けることができる。生産者を食べる植食性動物は一次消

費者、一次消費者を捕食する肉食性動物は二次消費者、二次消費者を捕食する生物は三次消費者という。 

栄養分の摂り方によって、段階的に生物を分けるとき、これを（ ウ ）という。消費者のからだは、生産

者の作った有機物に依存しているため、消費者の個体数や生物量は、ふつう生産者の個体数や生物量よりも少

なくなる。したがって、（ア）を構成する生物において、生産者を底辺として生物の生物量を（ウ）順に積み

重ねると、先端に行くにつれて細いピラミッドの形になる。このような図は（ エ ）と呼ばれる。この図の

多くは先端が細いけれども、一本の樹木（生産者）に多数のガの幼虫（消費者）がついている場合や増殖の速

い植物プランクトン（生産者）が次々に動物プランクトン（消費者）に食べられるような場合は、このピラミ

ッドの形は（ オ ）することがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公募制 生物基礎－6 

（２）次の表は世界の陸上のバイオームについて示したものである。表中の（ ア ）～（ オ ）に当ては 

まる語句を答えよ。 

 

表２ 世界の陸上のバイオーム 

 

地域 特徴 植物例

熱帯多雨林 熱帯
常緑広葉の高木・密林

一年中気温が高く雨量が多い
フタバガキなど

亜熱帯多雨林 亜熱帯
常緑広葉樹

高木層の発達がやや悪い

ヘゴ・アコウ

メヒルギ・オヒルギ

(　  ア　  )
熱帯

亜熱帯

落葉広葉樹(乾季に落葉)

雨季と乾季のある地方
チーク

照葉樹林 暖温帯
常緑広葉樹(クチクラが発達)

多湿地方

スダジイ・アラカシ・

タブノキ

( 　 イ　  ) 暖温帯
常緑広葉樹(含水量少の葉)

夏に乾燥し、冬に雨が多い

オリーブ・コルクガシ・

ユーカリ

(　  ウ　  ) 冷温帯
落葉広葉樹

夏の雨量が十分ある
ブナ・ミズナラ

針葉樹林 亜寒帯
常緑針葉樹や落葉針葉樹

ユーラシア大陸と北米の北部

シラビソ・トドマツ・

コメツガ

熱帯
草本が優占

乾季に乾燥が激しい

亜熱帯 木本がわずかに見られる

ステップ 温帯
草本植物が見られる

雨が少ない
イネのなかま

砂漠
熱帯～

温帯

乾燥に耐性のある植物

熱帯や極端に雨量の少ない温帯
サボテン

(　  オ　  ) 寒帯
高木は見られない

永久凍土の上に発達

草本植物・地衣類・

コケ植物

荒

原

バイオーム

森

林

草

原

(　  エ　  ) イネのなかま・アカシア



公募制 生物基礎－7 

学校推薦型選抜（公募制）  学力試験 

 

   生 物 基 礎  解 答 用 紙 

 

受験番号 氏名 

 

 

Ⅰ．解答欄  

（１） 

① 

（Ａ）  （Ｂ）  

（Ｃ）  （Ｄ）  

（Ｅ）   

②  

（２） 

①  ②  

③  ④  

 

採
点 

 



公募制 生物基礎－8 

Ⅱ．解答欄 

（１） 

（ア）  （イ）  

（ウ）  （エ）  

（オ）   

（２）  

（３） 

①  ②  

③  ④  

（４）  

 



公募制 生物基礎－9 

Ⅲ．解答欄  

（１） 

①  

②  

③ ホルモンＡ  ホルモンＢ  

④ 

神経  

臓器  

細胞  

（２） 

①  ②  

③  ④  

⑤  ⑥  

 



公募制 生物基礎－10 

Ⅳ．解答欄  

（１）    

①  ②  

③  ④  

⑤   

（２）  

（３） 

病気の総称  

具体的疾患名  

（４）  

 



公募制 生物基礎－11 

Ⅴ．解答欄 

（１）    

（ア）  （イ）  

（ウ）  （エ）  

（オ）   

（２） 

(ア)  （イ）  

(ウ)  （エ）  

(オ)   

 

 



一般Ⅰ期 英語コミュニケーションⅠ－1 

一 般 選 抜 （ Ⅰ 期 ）  学 力 試 験 
 

   英語コミュニケーションⅠ 
 

受験番号 氏名 

 

 

Ⅰ．次の対話文の（   ）に入れるのに最も適当なものを、それぞれ下の①～④から選び記号で答えよ。答

えは下の解答欄に記入せよ。（配点 15点） 

 

（１） Ａ：  You really like math, don’t you ? （   ） 

    Ｂ：  About an hour every day. 

       ① Why do you study it ?  ② When do you study it ? 

   ③ How often do you study it ?  ④ How many times do you study it ? 

 

（２） Ａ：  Let’s have a picnic in the park on Saturday. 

    Ｂ： （   ） 

       ① Have fun !   ② I did it !   ③ I’m jealous !   ④ Sounds great ! 

 

（３） Ａ：  I forgot my pencil. Can I use one of yours ? 

    Ｂ： （   ） 

       ① You’re welcome.   ② Here you are.   ③ Sure we can.   ④ No, I don’t. 

 

（４） Ａ：  I can’t find my wallet. 

    Ｂ： （   ） 

   ① Check your bag.  ② No problem. 

   ③ I think so.   ④ Thanks, I will. 

 

（５） Ａ：  How are you feeling today ? 

    Ｂ： （   ） 

       ① It’s very hot.   ② A bit better.   ③ No trouble at all.   ④ That’s fine. 

 

 

Ⅰ．解答欄 

（１）  （２）  （３）  

（４）  （５）   

 

採
点 

 



一般Ⅰ期 英語コミュニケーションⅠ－2 

Ⅱ．次の英文の（   ）に入れるのに最も適切なものを、それぞれ下の①～④から選び記号で答えよ。答 

  えは下の解答欄に記入せよ。（配点 15点） 

 

（１） He went to buy（     ）oranges at the supermarket. 

    ① much  ② a lot  ③ a little  ④ a few 

 

（２） Have you（     ）to India before ? 

    ① went  ② been  ③ go  ④ travel 

 

（３） She is（     ）at dancing than the other three. 

    ① good  ② better  ③ best  ④ well 

 

（４） （     ）will it take to get to Hawaii from Tokyo ? 

    ① How far  ② How much  ③ How long  ④ How many 

 

（５） My parents asked me to look（     ）my brother while they were gone. 

    ① at  ② on  ③ after  ④ of 

 

 

Ⅱ．解答欄   

（１）  （２）  

（３）  （４）  

（５）  

 

 

  



一般Ⅰ期 英語コミュニケーションⅠ－3 

Ⅲ．次の各組の２文の（   ）に共通して入る語を答えよ。答えは下の解答欄に記入せよ。（配点 15点） 

 

（１） The（   ）from the sun was too bright. 

    The computer was surprisingly（   ）for its size. 

 

（２） The children were playing soccer in the（   ）. 

     The man was told not to（   ）his car on the street. 

 

（３） After studying all night, I really need a（   ）. 

    He didn’t mean to（   ）the glass. 

 

（４） Why do you have that look on your（   ）? 

    You have to（   ）the problem sooner or later. 

 

 （５） She goes for a（   ）every day after work. 

     It is very difficult to（   ）a company. 

 

 

Ⅲ．解答欄   

（１）  

（２）  

（３）  

（４）  

（５）  

 

 

  



一般Ⅰ期 英語コミュニケーションⅠ－4 

Ⅳ．意味の通る文になるよう、（   ）内の語を並べ替えよ。答えは下の解答欄に記入せよ。 

  （配点 25点） 

 

（１）  They（ price ／ that ／ found ／ of ／ cheap ／ hotel ／ the ／ very ）. 

 

（２） （ wearing ／ my ／ dress ／ a ／ girl ／ the ／ is ／ blue ）friend. 

 

（３） Thank（ songs ／ listening ／ my ／ to ／ new ／ for ／ you ）today. 

 

（４）  Our（ won ／ game ／ the ／ lot ／ effort ／ a ／ of ／ with ／ team ）. 

 

（５）  Please（ close ／ me ／ enough ／ to ／ sit ／ hear ／ for ）you well. 

 

 

Ⅳ．解答欄   

（１） They（  ）. 

（２） （   ）friend. 

（３） Thank（  ）today. 

（４） Our（  ）. 

（５） Please（  ）you well. 

 

  



一般Ⅰ期 英語コミュニケーションⅠ－5 

Ⅴ．次の英文を読んで、以下の問いに答えよ。答えは次ページの解答欄に記入せよ。（配点 30点） 

Greenwashing is when a company tries to appear more eco-friendly than it actually is. ア This tricks 

people into thinking they are helping the environment when they buy that company's products. It 

may be ①（ write ）on the product’s packaging that it is eco-friendly even though it is not. 

For example, a company might claim that their products are made from recycled materials when 

they use only a small amount of them. Another example is（ イ ）a company says they use clean 

energy（ ウ ）a large portion still ②（ come ）from sources that cause a lot of pollution. 

Greenwashing can make it hard for consumers to know which companies are really trying to have 

a positive impact. エ It is important to look for proof of a company’s claims. This helps ensure that 

the products we buy are being ③（ produce ）in a way that is truly good for the Earth. 

［注］greenwashing「グリーンウォッシング」  portion「部分」 

 

 

（１） ①から③の括弧内の語を適切な形に直せ。 

 

（２） 下線部アを、This が何を指すかわかるように、日本語に訳せ。 

 

（３） 製品にリサイクル素材が使用されていると書かれている場合、その表記によってどのような問題が

起こりうると筆者は考えているか、日本語で答えよ。 

 

（４） （ イ ）（ ウ ）に入れるのに最も適切な組み合わせを選び、記号で答えよ。 

 

 （ イ ） （ ウ ） 

① if because 

② when so 

③ how since 

④ when but 

 

（５） 下線部エについて、その理由を５０字程度の日本語で述べよ。 

 

 

  



一般Ⅰ期 英語コミュニケーションⅠ－6 

Ⅴ．解答欄   

（１） ①  ②  ③  

（２）  

（３）  

（４）  

（５）  

 

 

 



一般Ⅰ期 現代の国語－1 

一

般

選

抜

䥹

Ⅰ

期

䥺

 

学

力

試

験 
  
 
 

現
代
の
国
語 

 

問

題

用

紙 
      

Ⅰ
䥼
次
の
文
章
を
読
ん
で
䣍
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
䣎
答
え
は
解
答
用
紙
に
記
入
せ
よ
䣎䥹
配
点 

 

点
䥺 

 

䣕
祝
い
の
料
理
䣖
の
出
版
を
経
て
䣍
日
本
の
伝
統
的
な
ハ
レ
の
料
理
に
注
目
す
る
こ
と
で
䣍
日
常
の
ケ
の
料
理
の
意
味
を

改
め
て
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
䣎 

そ
れ
は
䣍
私
の
料
理
観
を
分
類
整
理
す
る
こ
と
に
も
な
り
䣍
意
識
し
な
い
う
ち
に
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
䣎
フ
ラ
ン
ス

の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ビ
ス
ト
ロ
䣍
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
料
理
䣍
日
本
の
家
庭
料
理
と
䣍
最
高
峰
と
い
え
る
料
理

屋
の
仕
事
䣍
そ
し
て
日
常
の
中
の
ケ
・
ハ
レ
の
料
理
䣍
と
い
䣬
た
項
目
で
一
つ
の
食
文
化
を
①
多
角
的
に
見
る
視
点
が
䣍

私
の
中
に
い
く
つ
も
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
䣎 

多
様
な
料
理
観
の
そ
れ
ぞ
れ
を
掘
り
下
げ
な
が
ら
も
ブ
レ
な
か
䣬
た
の
は
䣍
䣕
食
生
活
と
身
体
の
退
化
䣖
で
読
ん
だ
民

族
文
化
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
食
の
形
に
あ
䣬
た
と
思
い
ま
す
䣎
料
理
と
は
好
き
勝
手
に
し
て
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎

一
つ
の
料
理
䣍
一
つ
の
調
理
に
は
意
味
が
あ
り
䣍
幾
つ
も
の
観
点
が
あ
る
の
で
す
䣎
そ
れ
だ
け
複
雑
で
䣍
一
元
論
的
に
考

え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
䣎 

こ
こ
ま
で
の  

②
ａ  

や
学
術
的
な  

②
ｂ  

の
お
か
げ
で
䣍
よ
う
や
く
自
分
の
立
ち
位
置
が
わ
か
䣬
て
き
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
䣎
そ
れ
が
䣍
家
庭
料
理
を
研
究
す
る
と
い
う  

②
ｃ  

で
す
䣎 

で
も
䣍
民
藝

み
ん
げ
い

と
結
ぶ
家
庭
料
理
は
䣍
地
球
と
人
間
の
命
を
㋐
ツ
ナ
ぐ
も
の
で
す
䣎
家
庭
料
理
で
は
お
金
は
い
た
だ
け
ま 

せ
ん
䣎
お
金
を
貰も

ら

え
ば
家
庭
料
理
で
は
な
く
な
り
ま
す
䣎
家
庭
料
理
の
現
実
は
愛
情
に
あ
る
の
で
す
䣎
も
ち
ろ
ん
お
金
を 

い
た
だ
く
仕
事
も
ま
た
厳
し
い
も
の
で
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
䣍
大
事
な
の
で
す
が
③
別
も
の
な
の
で
す
䣎 

二
〇
一
四
年
に
䣕
き
䣯
う
の
料
理
䣖
で
䣍䣓
塩
お
む
す
び
䣔
の
回
が
充
実
し
た
の
は
䣍
そ
う
し
た
経
験
の
結
論
で
し
た
䣎

番
組
は
手
を
洗
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
䣎
そ
れ
が
和
食
の
原
点
で
す
䣎
気
負
わ
ず
い
つ
も
通
り
䣍
自
分
で
作
䣬
て
マ
ラ
ソ

ン
の
練
習
に
出
か
け
る
日
の
お
む
す
び
を
紹
介
し
ま
し
た
䣎
そ
の
お
む
す
び
は
䣍
夏
の
暑
さ
に
も
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
䣎

午
前
中
に
一
つ
䣍
午
後
に
一
つ
食
べ
る
の
で
す
が
䣍
食
べ
切
る
の
が
㋑
オ
し
い
ほ
ど
お
い
し
い
も
の
で
し
た
䣎 

お
む
す
び
は
携
帯
食
で
す
䣎
た
と
え
暑
い
日
に
一
日
中
持
ち
歩
い
て  

④  

䣍
傷
む
心
配
が
な
い
こ
と
が
䣍
携
帯
食
の

条
件
で
す
䣎 

そ
の
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
は
䣍
米
は
き
ち
ん
と
水
が
澄
む
ま
で
洗
䣬
て
䣍
何
度
も
取
り
替
え
て
か
ら
ザ
ル
に
あ
げ
る 

こ
と
䣎 

四
〇
分
ほ
ど
時
間
を
置
い
て
給
水
す
る
こ
と
䣎 

洗
い
米
を
き
れ
い
な
水
で
水
加
減
し
て
䣍
す
ぐ
に
炊
く
こ
と
䣎 

念
入
り
に
手
を
洗
う
こ
と
䣎 

炊
き
立
て
の
熱
々
を
ま
と
め
る
こ
と
䣎 

手
塩
を
し
て
む
す
び
䣍
表
面
に
塩
の
壁
を
作
る
こ
と
䣎 

す
ず
竹
な
ど
通
気
性
の
良
い
弁
当
箱
に
入
れ
る
こ
と
䣎 

受
験
番
号 

氏
名 

53 



一般Ⅰ期 現代の国語－2 

こ
う
し
た
先
人
の
知
恵
は
、
⑤
目
に
見
え
な
い
も
の
の
存
在
を
意
識
し
た
人
間
の
振
舞
い
で
す
。
こ
う
し
た
手
順
は
、

雑
菌
を
「
入
れ
な
い
」
、
「
殺
菌
」
、
「
増
や
さ
な
い
」
と
い
う
、
衛
生
管
理
の
原
則
を
超
え
た
複
雑
な
道
理
に
㋒
適
っ
た
知

恵
の
産
物
で
す
。 

 

⑥
ａ 

 

と
い
う
よ
り
、 

 

⑥
ｂ 

 

で
得
た
経
験
や
知
恵
を
土
台
と
す
る
慣
習
に
こ
そ
、
自
然
と
人
間

の
関
わ
り
に
あ
る
深
い
思
想
が
表
れ
る
の
で
す
。 

こ
れ
に
加
え
て
、
姿
形
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
お
い
し
く
作
ろ
う
な
ん
て
思
わ
な
い
、
か
っ
こ
よ
く
、
食
べ
や
す
く
、
作

ろ
う
な
ん
て
思
わ
な
い
、
そ
ん
な
手
の
流
れ
に
乗
っ
て
自
然
に
作
っ
た
結
果
が
、
と
び
き
り
お
い
し
い
塩
む
す
び
に
な
り

ま
す
。 

二
〇
一
五
年
に
は
「
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ａ
池
袋
」
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
「
土
井
善
晴
の
勉
強
会
」
と
い
う
一
連
の
講

座
や
、
掘
り
下
げ
た
い
テ
ー
マ
ご
と
に
専
門
家
を
招
い
て
対
談
形
式
で
講
演
す
る
「
日
本
文
化
を
感
じ
る
講
演
会
」
を
開

い
た
の
で
す
。
そ
の
う
ち
の
「
大
人
の
食
育
」
の
回
を
開
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
大
勢
の
若
い
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
家
庭
を
持
つ
と
い
う
カ
ッ
プ
ル
や
小
さ
な
子
供
を
㋓
カ
カ
え
た
若
い
お
母
さ
ん
が
そ
こ
に
い
て
、

話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
。
な
に
を
求
め
て
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。 

聞
い
て
み
れ
ば
、
こ
ん
な
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。 

幸
せ
な
家
庭
を
持
ち
た
い
。
自
分
の
子
供
は
自
分
で
作
っ
た
料
理
で
育
て
た
い
。
で
も
、
お
料
理
が
で
き
な
い
。
し
た

こ
と
が
な
く
て
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。 

口
を
㋔
ソ
ロ
え
て
そ
う
言
う
の
で
す
。 

 
 

⑦
ａ 

 

「
味
噌

み

そ

汁
と
ご
飯
で
い
い
の
で
す
」
と
話
し
た
の
が
、
一
汁
一
菜
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ
れ
以
前
に
も
「
お 

か
ず
の
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で 

 

⑦
ｂ 

 

企
画
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
「
一
汁
一
菜
」
と
い
う
言
葉
に
し
た
の
は
そ
の
時
が
初

め
て
で
し
た
。 

 

⑦
ｃ 

 

家
庭
料
理
に
一
汁
一
菜
な
ん
て
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
懐
石
料
理
の
献
立
（
品
数
）

に
あ
る
「
一
汁
〇
菜
」
と
い
う
表
現
は
、「
栄
養
学
」
㋕
フ
キ
ュ
ウ
の
た
め
に
、
そ
の
論
理
（
主
菜
一
品
、
副
菜
二
品
）
に

合
わ
せ
て
一
汁
三
菜
と
し
て
取
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
以
後
、
主
菜
と
い
う
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
肉
か
魚
か
）
を
中
心
に

す
る
観
念
が
家
庭
に
入
っ
た
の
で
す
。
和
食
に
は
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
観
念
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
一
汁
三
菜
」
と
い
う
言

い
方
は
日
常
化
さ
れ
、
私
た
ち
の
耳
に
も
㋖
馴
染
ん
で
い
き
ま
し
た
。
『
一
汁
一
菜
で
よ
い
と
い
う
提
案
』
（
新
潮
文
庫
）

に
も
書
き
ま
し
た
が
、
一
汁
三
菜
に
対
し
て
、
庶
民
の
暮
ら
し
に
あ
っ
た
汁
飯
香
と
い
う
日
常
の
食
事
を
、
あ
え
て
私
は 

「
一
汁
一
菜
で
大
丈
夫
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
忙
し
い
料
理
撮
影
の
合
間
に
、
大
勢
の
人
間
が
さ
っ
と
食
べ
る
食
事
が
一
汁 

一
菜
で
、
そ
れ
は
昔
な
が
ら
の
や
り
方
で
当
た
り
前
に
い
た
だ
け
ま
す
。
誰
が
忙
し
い
日
に
ハ
ン
バ
ー
グ
が
食
べ
た
い
な

ん
て
言
う
で
し
ょ
う
。
毎
日
そ
れ
は
続
け
ら
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
よ
っ
て
も
、
年
頃
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
日
の
体
調
に
よ
っ
て
も
、
と
き
ど
き
に
食
べ
る
べ
き
も
の
、

食
べ
た
い
も
の
は
違
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
一
汁
一
菜
を
土
台
に
し
て
、
㋗
都
度
、
何
か
を
プ
ラ
ス
す
る
と
い
う
考
え

を
持
て
ば
い
い
の
で
す
。 

こ
の
「
一
汁
一
菜
」
を
伝
え
た
㋘
ト
タ
ン
に
、
若
い
皆
さ
ん
の
顔
が
い
っ
ぺ
ん
に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
若
い
女

性
が
多
く
、
彼
女
た
ち
は
本
当
に
安
心
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
と
に
か
く
ご
飯
を
炊
い
て
、
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌

汁
を
作
れ
ば
い
い
と
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
は
お
か
ず
の
一
品
を
兼
ね
ま
す
。
余
裕
が
あ
れ
ば
、
食
べ
た
い
も
の
や
食
べ
さ
せ
た
い
も
の
を
、

そ
の
都
度
調
べ
て
作
れ
ば
い
い
。
一
汁
一
菜
を
料
理
の
入
り
口
に
し
て
、
一
つ
一
つ
お
か
ず
を
作
っ
て
み
て
、
一
〇
種
ほ

ど
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
で
幸
せ
に
一
生
や
っ
て
い
け
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
健
康
に
㋙
健
や
か
に
自
足
で
き

る
の
で
す
。
あ
な
た
の
つ
く
る
料
理
に
、
失
敗
な
ん
て
な
い
の
で
す
。 

（
土
井
善
晴
『
一
汁
一
菜
で
よ
い
と
至
る
ま
で
』
よ
り
。
出
題
の
た
め
一
部
表
記
を
改
め
た
） 

   



一般Ⅰ期 現代の国語－3 

問
一 

傍
線
部
①
「
多
角
的
に
」
と
反
対
の
意
味
の
語
を
本
文
中
か
ら
五
文
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。 

 

問
二 
空
欄
②
ａ
、
②
ｂ
、
②
ｃ
に
入
る
最
適
な
語
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
語
群
か
ら
選
べ
。
た
だ
し
、
同
じ
語
を
二
回
以
上

使
わ
な
い
こ
と
。 

立
場 

 
 

体
験 

 
 

考
察 

 

問
三 

傍
線
部
③
に
「
別
も
の
」
と
あ
る
が
、
何
と
何
が
「
別
も
の
」
な
の
か
。
本
文
を
参
考
に
二
つ
答
え
よ
。 

 

問
四 

空
欄
④
に
記
入
す
る
の
に
最
適
な
ひ
ら
が
な
を
一
文
字
で
答
え
よ
。 

 

問
五 

傍
線
部
⑤
「
目
に
見
え
な
い
も
の
の
存
在
を
意
識
し
た
人
間
の
振
舞
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
な
の
か
。「
目
に

見
え
な
い
も
の
」
「
振
舞
い
」
の
内
容
が
具
体
的
に
分
か
る
よ
う
に
一
〇
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

 

問
六 

空
欄
⑥
ａ
、
⑥
ｂ
に
入
る
も
の
と
し
て
最
適
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
次
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 

危
機
に
面
し
て
や
む
を
得
ず
対
応
し
た
経
験 

イ 

大
き
な
も
の
を
総
合
的
に
捉
え
る
直
感
的
な
判
断 

ウ 

言
葉
に
出
来
な
い
神
秘
的
な
感
覚 

エ 

科
学
的
な
細
部
の
知
識 

オ 

公
的
に
定
め
ら
れ
た
暗
黙
の
ル
ー
ル 

 

問
七 

空
欄
⑦
ａ
、
⑦
ｂ
、
⑦
ｃ
に
入
る
も
の
と
し
て
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 

ａ 

そ
の
よ
う
な 

 
 

 

ｂ 

そ
れ
ま
で 

 
 
 
 

ｃ 

そ
れ
な
ら 

イ 

ａ 

そ
の
よ
う
な 

 
 

 

ｂ 

そ
れ
な
ら 

 
 
 
 

ｃ 

そ
れ
ま
で 

ウ 

ａ 

そ
れ
な
ら 

 
 
 
 

ｂ 

そ
の
よ
う
な 

 
 
 

ｃ 

そ
れ
ま
で 

エ 

ａ 

そ
れ
ま
で 

 
 
 
 

ｂ 

そ
れ
な
ら 

 
 
 
 

ｃ 

そ
の
よ
う
な 

オ 

ａ 

そ
れ
ま
で 

 
 
 
 

ｂ 

そ
の
よ
う
な 

 
 
 

ｃ 

そ
れ
な
ら 

 

問
八 

本
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
合
致
し
な
い
も
の
を
次
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。
た
だ
し
、
答

え
は
一
つ
と
は
限
ら
な
い
。 

ア 

若
い
人
に
と
っ
て
は
和
食
の
一
汁
三
菜
を
準
備
す
る
こ
と
は
負
担
が
重
か
っ
た
。 

イ 

お
む
す
び
は
適
切
に
つ
く
れ
ば
腐
り
に
く
い
携
帯
食
と
な
る
。 

ウ 

料
理
人
の
料
理
も
家
庭
料
理
も
ど
ち
ら
も
伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
が
大
切
で
あ
る
。 

エ 

一
汁
一
菜
と
は
、
庶
民
の
暮
ら
し
に
あ
っ
た
汁
飯
香
の
こ
と
で
あ
る
。 

オ 

多
彩
な
献
立
を
考
え
て
作
る
こ
と
は
家
族
へ
の
愛
情
を
形
で
示
す
こ
と
で
あ
る
。 

 

問
九 

二
重
傍
線
部
㋐
、
㋑
、
㋓
、
㋔
、
㋕
、
㋘
の
漢
字
、
㋒
、
㋖
、
㋗
、
㋙
の
読
み
を
答
え
よ
。 

 

   



一般Ⅰ期 現代の国語－4 

Ⅱ
䥼
次
の
文
章
を
読
ん
で
䣍
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
䣎
答
え
は
解
答
用
紙
に
記
入
せ
よ
䣎䥹
配
点 

 

点
䥺 

 
卵
䥹
鶏
卵
䥺
は
タ
ン
パ
ク
質
を
㋐
ホ
ウ
フ
に
含
む
食
品
の
代
表
で
す
䣎
ゆ
で
卵
䣍
目
玉
焼
き
䣍
卵
焼
き
䣍
茶
碗
蒸
し
な

ど
少
し
考
え
た
だ
け
で
も
次
々
に
卵
料
理
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
䣎
江
戸
時
代
の
料
理
本
に
䣕
万
宝
料
理
秘
密
箱 

卵
百
珍
䣖

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
䣎
文
字
通
り
卵
料
理
の
オ
ン
パ
レ
䤀
ド
な
の
で
す
が
䣍
白
身
を
内
側
に
黄
身
を
外
側
に
し
た
䣓
黄 

身
返
し
卵
䣔
や
プ
リ
ン
の
な
い
時
代
の
䣓
冷
卵
羊
羹

よ
う
か
ん

䣔
な
ど
䣍
創
意
工
夫
を  

①  

料
理
の
数
々
に
は
目
を
見
張
り
ま
す
䣎 

こ
う
し
た
バ
ラ
エ
テ
䣵
に
富
ん
だ
卵
料
理
は
タ
ン
パ
ク
質
の
変
性
を
㋑
巧
み
に
利
用
し
て
い
ま
す
䣎 

卵
は
卵
白
と
卵
黄
か
ら
な
り
ま
す
が
䣍
②
こ
の
両
者
は
性
質
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
䣎
卵
白
は
水
分
と
タ
ン
パ
ク
質
が

多
い
の
が
特
徴
䣎
固
形
分
は
約
一
二
パ
䤀
セ
ン
ト
で
す
が
䣍
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
タ
ン
パ
ク
質
で
䣍
卵
白
は
高
濃
度
の
タ
ン

パ
ク
質
溶
液
と
い
え
ま
す
䣎
一
方
䣍
卵
黄
は
㋒
脂
質
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
䣎
卵
黄
は
約
五
〇
パ
䤀
セ
ン
ト
が
固
形
分
で
䣍

大
部
分
が
脂
質
と
タ
ン
パ
ク
質
が
結
合
し
た
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質
で
す
䣎
卵
白
は
泡
立
ち
が
よ
く
䣍
卵
黄
は
㋓
乳
化
性
が
高

い
と
い
う
違
い
も
あ
り
ま
す
䣎
ま
た
䣍
卵
黄
と
卵
白
で
は
食
感
が
異
な
り
ま
す
䣎
卵
料
理
で
卵
黄
が
卵
白
に
比
べ
て
か
た

く
感
じ
る
の
は
䣍
水
分
が
少
な
い
か
ら
で
す
䣎
一
方
䣍
卵
白
が
と
ろ
り
と
感
じ
る
の
は
水
分
が
多
い
こ
と
と
㋔
熱
凝
固
し

な
い
オ
ボ
ム
コ
イ
ド
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
䣎 

ゆ
で
卵
に
は
卵
白
も
卵
黄
も
完
全
に
固
ま
䣬
た
䣓
㋕
固
ゆ
で
卵
䣔
と
完
全
に
固
ま
䣬
て
い
な
い
䣓
㋖
半
熟
卵
䣔
が
あ
り

ま
す
䣎
半
熟
卵
は
卵
白
が
固
ま
り
䣍
卵
黄
が
と
ろ
と
ろ
の
状
態
で
す
䣎
さ
ら
に
卵
白
が
固
ま
り
か
け
て
䣍
卵
黄
が
と
ろ
と

ろ
の
状
態
の
䣓
温
泉
卵
䣔
が
あ
り
ま
す
䣎
温
泉
卵
は
温
泉
に
つ
け
て
作
䣬
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
つ
き
ま
し
た
䣎
そ
れ

に
し
て
も
ど
う
し
て
䣍
み
な
ゆ
で
卵
な
の
に
こ
ん
な
に
状
態
が
変
わ
る
の
で
し
䣯
う
か
䣎
そ
れ
は
䣍
卵
黄
と
卵
白
の
凝
固

温
度
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
䣎
卵
黄
は
八
〇
度
以
上
に
な
ら
な
い
と
完
全
に
凝
固
し
ま
せ
ん
が
䣍
卵
白
に
は
䣍
た
く
さ

ん
の
種
類
の
タ
ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ
て
お
り
䣍
そ
れ
ぞ
れ
凝
固
す
る
温
度
が
違
い
ま
す
䣎 

卵
白
を
加
熱
す
る
と  

③
ａ  

固
ま
る
の
は
ト
ラ
ン
ス
フ
䣷
リ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
で
す
䣎
こ
れ
は
三
八
度
で
㋗
ハ

ク
ダ
ク
し
䣍
流
動
性
が
な
く
な
り
䣍
七
〇
度
で
塊
状
に
な
り
ま
す
䣎  

③
ｂ  

䣍
七
〇
度
に
な
䣬
て
も
白
身
は  

③
ｃ  

ゼ

リ
䤀
で
す
䣎
そ
れ
は
卵
白
タ
ン
パ
ク
質
の
主
成
分
で
あ
る
オ
ボ
ア
ル
ブ
ミ
ン
は
七
五
䦅
八
〇
度
以
上
に
な
ら
な
い
と
完
全

に
固
ま
ら
な
い
か
ら
で
す
䣎
一
方
䣍
卵
黄
は
六
〇
度
で
は
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
䣍
七
〇
度
で
は
凝
固
が
始
ま
り
䣍
粘
り

の
あ
る
餅
状
の
半
熟
状
態
に
な
り
ま
す
䣎
八
〇
度
以
上
に
な
る
と
全
体
が
固
ま
り
ま
す
䣎 

こ
の
よ
う
に
タ
ン
パ
ク
質
の
種
類
に
よ
䣬
て
凝
固
温
度
が
異
な
る
の
で
䣍
固
ゆ
で
卵
を
作
る
た
め
に
は
卵
白
も
卵
黄
も

完
全
に
凝
固
す
る
八
〇
度
以
上
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
䣎
温
泉
卵
は
䣍
卵
白
が
か
な
り
固
ま
り
つ
つ
も
䣍
卵
黄
が
半
熟

状
態
の
六
八
䦅
七
〇
度
に
加
熱
し
て
作
り
ま
す
䣎
半
熟
卵
は
㋘
ネ
䣹
ト
ウ
で
ゆ
で
ま
す
䣎
卵
白
の
ほ
う
が
卵
黄
よ
り
固
ま

り
や
す
い
の
で
䣍
ゆ
で
る
時
間
を
調
節
し
て
卵
黄
が
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
仕
上
げ
ま
す
䣎 

卵
料
理
に
は
温
泉
卵
の
よ
う
に
卵
白
を
半
凝
固
䣍
卵
黄
を
半
熟
の
状
態
に
し
た
䣓
ポ
䤀
チ
ド
エ
䣹
グ
䣔
が
あ
り
ま
す
䣎

ポ
䤀
チ
ド
エ
䣹
グ
は
䣓
落
と
し
卵
䣔
と
か
䣓
酢
卵
䣔
と
も
い
い
ま
す
䣎
近
頃
カ
フ
䣷
な
ど
で
人
気
が
高
ま
䣬
て
い
る
エ
䣹

グ
ベ
ネ
デ
䣵
ク
ト
は
䣍
イ
ン
グ
リ
䣹
シ
䣻
マ
フ
䣵
ン
と
呼
ば
れ
る
丸
い
パ
ン
に
ハ
ム
や
ベ
䤀
コ
ン
と
と
も
に
ポ
䤀
チ
ド
エ

䣹
グ
を
の
せ
た
も
の
で
す
䣎
ポ
䤀
チ
ド
エ
䣹
グ
は
酢
を
入
れ
た
湯
の
中
に
卵
を
落
と
し
て
作
り
ま
す
䣎
こ
れ
は
タ
ン
パ
ク

質
の
熱
変
性
と
と
も
に
酸
変
性
を
利
用
し
て
い
ま
す
䣎
卵
白
が
酢
の
作
用
に
よ
䣬
て
す
ば
や
く
固
ま
る
の
で
䣍
そ
の
中
に

卵
黄
を
閉
じ
込
め
ま
す
䣎
そ
の
た
め
䣍
卵
白
が
固
ま
䣬
て
い
る
の
に
卵
黄
は
半
熟
状
態
に
な
る
の
で
す
䣎 

卵
は
熱
変
性
を
受
け
る
温
度
が
六
〇
䦅
八
〇
度
で
す
が
䣍
割
り
ほ
ぐ
し
た
り
䣍
調
味
料
を
加
え
た
り
䣍
あ
る
い
は
熱
の

加
え
方
に
よ
䣬
て
凝
固
す
る
温
度
や
食
感
が
変
わ
䣬
て
き
ま
す
䣎 

卵
を
割
り
ほ
ぐ
す
の
は
䣍
卵
黄
の
ま
わ
り
を
㋙
オ
オ
䣬
て
い
る
卵
黄
膜
を
壊
す
た
め
で
す
䣎
こ
の
膜
が
壊
れ
る
と
固
ま

り
や
す
く
な
り
䣍
七
五
度
で
弾
力
の
あ
る
ゴ
ム
状
に
な
り
ま
す
䣎
こ
の
性
質
を
利
用
し
た
料
理
が
䣍
卵
焼
き
や
茶
碗
蒸
し

な
ど
で
す
䣎
塩
を
加
え
る
と
凝
固
温
度
が
高
く
な
り
ま
す
䣎
卵
料
理
で
は
加
熱
の
条
件
を
変
え
る
な
ど
卵
の
特
性
を
巧
み

に
操
る
こ
と
で
卵
料
理
の
お
い
し
さ
が
生
ま
れ
る
の
で
す
䣎 

䥹
佐
藤
成
美
䣕
䣓
お
い
し
さ
䣔
の
科
学―

―

素
材
の
秘
密
・
味
わ
い
を
生
み
出
す
技
術―

―

䣖
よ
り
䣎
出
題
の
た
め
一
部
表
記
を
改
め
た
䥺 
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一般Ⅰ期 現代の国語－5 

問
一 

空
欄
①
に
当
て
は
ま
る
語
を
四
文
字
で
答
え
よ
。 

 

問
二 
傍
線
部
②
「
こ
の
両
者
は
性
質
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
」
と
あ
る
。
前
者
の
性
質
と
合
致
す
る
選
択
肢
を
次
か
ら

す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 
乳
化
性
が
高
い 

イ 

リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質
が
多
い 

ウ 

オ
ボ
ム
コ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
い
る 

エ 

泡
立
ち
が
良
い 

オ 

水
分
と
タ
ン
パ
ク
質
が
多
い 

 

問
三 

空
欄
③
ａ
、
③
ｂ
、
③
ｃ
に
入
る
も
の
と
し
て
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア 

ａ 

で
も 

 
 
 

ｂ 

ま
ず 

 
 
 

ｃ 

ま
だ 

イ 

ａ 

ま
だ 

 
 
 

ｂ 

ま
ず 

 
 
 

ｃ 

で
も 

ウ 

ａ 

ま
だ 

 
 
 

ｂ 

で
も 

 
 
 

ｃ 
ま
ず 

エ 

ａ 

ま
ず 

 
 
 

ｂ 

ま
だ 

 
 
 

ｃ 

で
も 

オ 

ａ 

ま
ず 

 
 
 

ｂ 

で
も 

 
 
 

ｃ 

ま
だ 

 

問
四 

ゆ
で
卵
や
目
玉
焼
き
で
、
卵
黄
と
卵
白
の
食
感
が
異
な
る
の
は
な
ぜ
か
。
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
五
〇
字
以
内
で

説
明
せ
よ
。 

 

問
五 

温
泉
卵
の
卵
白
は
と
ろ
と
ろ
し
て
い
て
完
全
に
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。「
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
リ
ン
」「
オ
ボ
ア
ル
ブ
ミ

ン
」
に
言
及
し
な
が
ら
、
六
〇
字
以
内
で
理
由
を
説
明
せ
よ
。 

 

問
六 

卵
が
固
ま
る
温
度
や
食
感
を
変
え
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。
本
文
を
参
考
に
、
そ
の
方
法
を
三
つ
挙
げ

よ
。 

 

問
七 

二
重
傍
線
部
㋐
、
㋗
、
㋘
、
㋙
の
漢
字
、
㋑
、
㋒
、
㋓
、
㋔
、
㋕
、
㋖
の
読
み
を
答
え
よ
。 

              



一般Ⅰ期 現代の国語－6 

一

般

選

抜

䥹

Ⅰ

期

䥺

 

学

力

試

験 
  
 
 

現
代
の
国
語 

 

解

答

用

紙 
                                     

採点 

 

受
験
番
号 

氏
名 

問
四

問
三

問
一

問
五

問
二

Ⅰ
　
解
答
欄

と

②
ｃ

②
ａ

　 ②
ｂ



一般Ⅰ期 現代の国語－7 

        

問
三

問
二

問
一

問
八

問
七

問
六

㋘
　
　
　
　
　
　
　
に

㋖
　
　
　
　
　
　
　
ん
で

㋔
　
　
　
　
　
　
　
え
て

Ⅱ
　
解
答
欄

問
九

Ⅰ
　
解
答
欄

㋑
　
　
　
　
　
　
　
し
い

㋒
　
　
　
　
　
　
　
っ

た

㋐
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

⑥
ａ

㋙
　
 
 
 
　
　
や
か
に

㋗ ㋕ ㋓
　
　
　
　
　
　
　
え
た

⑥
ｂ



一般Ⅰ期 現代の国語－8 

  

問
七

問
六

問
五

問
四

Ⅱ
　
解
答
欄

㋘ ㋖ ㋔ ㋒ ㋐

㋙
　
 
 
 
　
っ

て
い
る

㋗ ㋕
　
　
　
ゆ
で

㋓ ㋑
 
 
 
 
　
 
 
み



一般Ⅰ期 数学Ⅰ－1 

一 般 選 抜 （ Ⅰ 期 ）  学 力 試 験 
 

数 学 Ⅰ   

 

受験番号 氏名 

 

Ⅰ．次の式を計算せよ。（２）は展開し、（３）、（４）は因数分解せよ。計算過程は余白に、答えは下の解答欄

に記入せよ。（配点 16点） 

 

（１） −3𝑥2𝑦3 × (−𝑥𝑦2)2 （２） (𝑥2 + 4)(𝑥 + 2)(𝑥 − 2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 𝑥4 + 8𝑥2 − 48 （４） 6𝑥2 − 13𝑥𝑦 − 5𝑦2 + 16𝑥 + 11𝑦 − 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．解答欄    

（１）  （２）  

（３）  （４）  

 

採
点 

 



一般Ⅰ期 数学Ⅰ－2 

Ⅱ．次の式を計算せよ。（２）は分母を有理化せよ。計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記入せよ。 

（配点 10点） 

 

（１） (1 + √2 − √3)(1 − √2 + √3) （２） 
√3 + 2√2

√3 − √2
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．解答欄     

（１）  （２）  

 

 

Ⅲ．次の方程式・不等式を解け。計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記入せよ。(配点 16点) 

 

（１） −
1

6
𝑥 +

1

2
≧

2

3
𝑥 （２） (𝑥 + 4)(𝑥 + 2) > 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 𝑥2 − 8𝑥 + 15 = 0 （４） 𝑥2 + 3𝑥 − 3 = 0 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．解答欄     

（１）  （２）  

（３）  （４）  



一般Ⅰ期 数学Ⅰ－3 

Ⅳ．２次不等式 𝑥2 − 25 > 0 について次の解法には誤りがある。この２次不等式の、正しい解を求めよ。計算

過程とともに、答えを下の解答欄に記入せよ。（配点 8点） 

 

『𝑥2 > 25 より解は 𝑥 > ±5』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．解答欄    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一般Ⅰ期 数学Ⅰ－4 

Ⅴ．グラフが下の図のようになる２次関数について、以下の問いに答えよ。計算過程は余白に、答えは下の解

答欄に記入せよ。(配点 12点) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）この２次関数の式を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）この２次関数のグラフと 𝑦 軸との交点の 𝑦 座標を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．解答欄   

（１）  

（２） 交点の 𝑦 座標    

 



一般Ⅰ期 数学Ⅰ－5 

Ⅵ．𝑥 軸と２点 ( −2 , 0 ) , ( 4 , 0 ) で交わり、𝑦 軸と( 0 , 4 )で交わる２次関数について、以下の問いに答えよ。 

計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記入せよ。（配点 12点） 

 

（１）この２次関数の式を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）この２次関数の頂点の座標を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．解答欄     

（１）  

（２） 頂点の座標 （        ，          ） 



一般Ⅰ期 数学Ⅰ－6 

Ⅶ．命題「0 ≦ 𝑥 ≦ 1 ならば 𝑥2 ≦ 1である。」について対偶を求めよ。答えは下の解答欄に記入せよ。 

（配点 6点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ．解答欄  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一般Ⅰ期 数学Ⅰ－7 

Ⅷ．ＡさんとＢさんは１００点満点のテストを４回受けた。下の表はその点数である。これについて以下の問  

いに答えよ。計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記入せよ。（配点 10点） 

 

 

 

 

 

（１）Ａさんのテストの点数について、平均値、分散を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）Ｂさんのテストの平均値は８６点、分散は８.５である。ＡさんとＢさんのどちらの方が平均値からの 

ばらつきが大きいか答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａさん ９２ ８７ ７９ ８２ 

（点） 

Ｂさん ８７ ９０ ８５ ８２ 

Ⅷ．解答欄  

（１） 

平均値 

分 散 

（２）  



一般Ⅰ期 数学Ⅰ－8 

Ⅸ．△ABC において、BC = 2、∠A = 30° 、∠B = 45° のとき、以下の問いに答えよ。なお、値は分母を有理化

すること。計算過程は余白に、答えは下の解答欄に記入せよ。（配点 10点） 

 

（１）sin ∠B の値を求めよ。                        

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）CA の長さを求めよ。ただし、正弦定理               （𝑅は△ABC の外接円の半径）を

用いてよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）△ABC の外接円の半径を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ．解答欄   

（１）  

（２）  

（３）  

 

BC

sin ∠A
=

CA

sin ∠B
=

AB

sin ∠C
= 2𝑅 



一般Ⅰ期 化学基礎＋化学－1 

一 般 選 抜 （ Ⅰ 期 ）  学 力 試 験 

 

   化学基礎＋化学  問 題 用 紙 
 

受験番号 氏名 

 

各問題の余白は計算等に使用せよ。 

 

Ⅰ．原子と化学結合に関する次の文を読み、以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 23点） 

 

原子の中心には、正の電荷をもつ原子核が存在する。原子核は、正の電荷をもつ陽子と電荷をもた

ない（ア）からできている。原子核のまわりには負の電荷をもつ電子が取り巻いている。原子は全体

として電荷をもたず、電気的に中性である。原子核に含まれる陽子の数は元素ごとに決まっており、

この数を（イ）と呼ぶ。 

鉄や金などの金属物質は、多数の金属原子が結合して塊となっている。この中では、最外殻の価電

子は（ウ）として、原子間を移動する。 

イオン物質は、陽イオンと陰イオンが結合して、互いの電荷を打ち消しあう割合で結びつき、交互

に並んだ状態になっている。 

 

 

（１） 空欄（ア）～（ウ）に当てはまる、適切な語句をそれぞれ答えよ。 

 

（２） 陽子数 8 の原子の元素名と元素記号を、それぞれ答えよ。 

 

（３） 陽子数 17 の原子が安定なイオン状態にあるとき、同じ電子配置の貴ガス（希ガス）の元素名を答え

よ。 

 

（４） イオン物質の例を１つ、化合物名で答えよ。 

 

（５） 金属物質とイオン物質の化学的な性質の違いを１つ挙げ、簡潔に説明せよ。 

  



一般Ⅰ期 化学基礎＋化学－2 

Ⅱ．次の中和滴定の操作に関する説明文を読み、以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。ただし 

原子量は、H = 1、C = 12、O = 16、Ba = 137 とせよ。（配点 25点） 

 

濃度未知の１価の有機酸水溶液の濃度を、濃度既知の水酸化バリウム水溶液を用いた中和滴定により

求めた。有機酸水溶液を（ア）を用いて正確に 10 mL とって、コニカルビーカーに入れ、pH 指示薬を数

滴加えた。（イ）に入れた水酸化バリウム水溶液を滴下し、pH 指示薬の色が変化したところを中和点と

した。 

 

 

（１） 空欄（ア）、（イ）に当てはまる適切なガラス器具の名称を、それぞれ答えよ。 

 

（２） 水酸化バリウムの電離式を答えよ。 

 

（３） 水酸化バリウム水溶液を 0.1 mol/L の濃度で 500 mL 調製したい。水酸化バリウムは何 g 必要か答え

よ。 

 

（４） 水酸化バリウム水溶液を 0.1 mol/L から 0.05 mol/L に希釈したい。希釈液を 100 mL 調製するために

は、希釈前の 0.1 mol/L の水溶液を何 mL とればよいか、答えよ。 

 

（５） 中和滴定を行ったところ、中和点までに 0.05 mol/L 水酸化バリウム水溶液 20 mL を要した。 

有機酸の濃度を求めよ。 

 

（６） 有機酸の分子式は C2H4O2であった。この有機酸の化合物名および化学式をそれぞれ答えよ。 

  



一般Ⅰ期 化学基礎＋化学－3 

Ⅲ．有機化合物に関する以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。（配点 32点） 

 

（１）次の有機化合物（ア）～（エ）の官能基について以下の問いに答えよ。 

 

（ア）CH3OCH3  （イ）C6H5NO2  （ウ）CH3CHO  （エ）C2H5OH 

 

① 下線部の官能基の名称を、それぞれ答えよ。 

 

② 官能基（エ）をもつ、化合物の一般名を答えよ。 

 

③ 互いに異性体である化合物を選び、記号で答えよ。 

 

④ 還元性を示す官能基をもつ化合物を選び、記号で答えよ。 

 

（２）次の４種類の糖について、以下の問いに答えよ。 

 

（ア）マルトース  （イ）ガラクトース  （ウ）アミロース  （エ）スクロース 

 

① 単糖、二糖、多糖に当てはまるものをそれぞれ選び、記号で答えよ。 

 

② 還元性を示す糖をすべて選び、記号で答えよ。 

  



一般Ⅰ期 化学基礎＋化学－4 

Ⅳ．酸化還元の化学反応式（ａ）～（ｃ）について、以下の問いに答えよ。答えは解答用紙に記入せよ。 

（配点 20点） 

 

H2O2 + 2 KI + H2SO4 → I2 + 2 H2O + K2SO4  ··········· （ａ） 

 

Cr2O7
2－ + （ア）H＋ + （イ）e－ → 2 Cr3＋ + 7 H2O  ··········· （ｂ） 

 

(COOH)2 → 2 CO2 + （ウ）H＋ + （エ）e－
  ··········· （ｃ） 

 

（１） 硫酸酸性中での過酸化水素とヨウ化カリウムの酸化還元反応を、式（ａ）に示した。式中の各原子で、

酸化された原子と、還元された原子を元素記号で答えよ。また、それぞれの酸化数の変化を、次の例

にならって答えよ。 

（例） +7 → +2 

 

（２） 代表的な酸化剤と還元剤の働き方を式（ｂ）および（ｃ）に示した。以下の問いに答えよ。 

 

① 式（ｂ）および（ｃ）の空欄（ア）～（エ）に入る係数として、適切な数字を答えよ。 

 

② 二クロム酸イオン（ Cr2O7
2－

 ）とシュウ酸（      ）は、酸化剤、還元剤のいずれとして働くか

答えよ。 

 

 

(COOH)2 



一般Ⅰ期 化学基礎＋化学－5 

一 般 選 抜 （ Ⅰ 期 ）  学 力 試 験 
 

   化学基礎＋化学  解 答 用 紙 
 

受験番号 氏名 

 

Ⅰ．解答欄  

（１） 

（ア）  

（イ）  

（ウ）  

（２） 

元素名  

元素記号  

（３）  

（４）  

（５） 

 

   

採
点 

 



一般Ⅰ期 化学基礎＋化学－6 

Ⅱ．解答欄   

（１） 

（ア）  

（イ）  

（２）  

（３）  g 

（４）  mL 

（５）  mol/L 

（６） 

化合物名  

化学式  

  



一般Ⅰ期 化学基礎＋化学－7 

Ⅲ．解答欄  

（１） 

① 

（ア）  

（イ）  

（ウ）  

（エ）  

②  

③  と  

④  

（２） 

① 

単糖  

二糖  

多糖  

②  

 

  



一般Ⅰ期 化学基礎＋化学－8 

Ⅳ．解答欄  

（１） 

 元素記号 酸化数の変化 

酸化された原子   →  

還元された原子   →  

（２） 

① 

（ア）  

（イ）  

（ウ）  

（エ）  

② 

Cr2O7
2－  

(COOH)2  

 


